
HF ALL BAND TRANSCEi VER

1に- 775DXE
l に- 775DX1/200

この無線機を使用するには、郵政省のアマチュア無
線局の免許が必要です。また、アマチュア無線以外
の通信には使用できません。
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はじめに

このたびは、 i C- 775DXI , l C- 775DXE/200をお買い上げいただきまして、
まことにありがとうこざいます。

本機は、デジタル信号処理により、高品質な変復調特性、送受信の曽質の向上、
ノイズ・混信除去に威力を発揮するDSP回 路を搭載した、最高級のHFオール
モードトランシーバです。

こ使用の際は、この取扱説明書をよくお読みいただき、本機の性能を十分発揮
していただくとともに、末永くこ愛用くださいますようお願い申し上げます。
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■ 電源 投 入 時 の表 示 につ いて ( 低温 時 )

本機は、ディスプレイ ( メ ーター部も含む) のバ
ツクライ トにCFL(冷陰極管 ) を使用しています。
極端に温度が低いときゃ寒冷地では、電源を入れ
ても、ディスプレイが正常の明るさになるまで数
分かかることがありますが、故障ではありません。

1- 1 設 置場 所 につ いて

● 極端に高温になる所、湿度の多い所、ほこりの多い
所などへの設置はさけてください。

ご使用の前に

1- 2使 用 上 の こ注意

● 本機のカバーを外 し、オプションユニットなどを取
り付けるときは、必すAC電源ヨー ドを抜いて作業
を行ってくださしヽ。

● 電波を発射する前に
八ムバンドの近くには、多くの業務用無線局の周波
数があり運用されています。
これらの無線局の至近距離で電波を発射すると、ア
マチュア局が電波法令を満足していても、不測の電
波障害が発生することがあり、移動運用の際には十
分ご注意ください。
特に次の場所での運用は原則として行わす、必要な
場合は管理者の承認を得るようにしましょう。
民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、業務用
無線局および中継局周辺など。

● 電波障害について
本機は高1生能スプリアス防止フィルターを使用 し、
綿密な調整と検査を行っていますので、電波法令を
十分満足した質のよい電波を発射 しますが、もし、
運用中電波障害が発生したときは、ただちに運用を
中止して自局の電波が原因であるのか、また、原因
が障害を受けている機器にあるのかを、よく確かめ
た上で適切な対策を講 じてくださぃ。
」ARL(日 本アマチュア無線連盟)では、アマチュ
ア局の申し出により、その対策と障害防止の相談を
受けておりますので、」ARLの 監査指導員または
」ARL事 務局に申し出られると、よい結果が得ら
れると思います。
また、」ARLで はアマチュア局の電波障害対策の
手ヨ|きとして『Tvl ・ ステレオ1対策ノー ト』を有料配
布 しておりますので、」ARL事 務局へお問い合わ
せ ください。

● 直射 日光のあたる場所や ヒーター、クーラーの吹き
出 し回など、温度変化の激 しい場所への設置はさけ
て ください。

● 本機を長時間送信すると、放熱部の温度がかなり高
くなります。
室内などで運用する場合は、特に子供や周囲の人が
放熱部に触れないようにご注意願います。
また、本機はできるだけ風通 しのよい、放熱の妨げ
にならない場所を選んで、設置 してください。

● 机の上などで運用されるときは、本機下カバー側 に
付いてしヽるスタン ドをご利用 ください。 ( cP24)
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■
一各部の名称と機能

■ 各部の名称とベージさくいん
OWERスイッチ( CP6)
REAMP/ATTスイツチ( CP7、 P82)

Rスイッチ( CP7)

1/2スイッチ( CP7、 P27)
NERスイッチ ( CP7、 P78)

RANSMI Tス イッチ( CP8)

HONESジヤック( CP8、 P24)
EY SPEEDツマミ( CP8、 P43)
LAYツマミ( CPB、 P75)

B LEVELツマミ( CP3、 P53)
K―WIDTHツマミ( CP8、 P53)
Cツマミ( CP8、 P37)

RI VEツ マミ( CP9、 P42、 P47)

OMPスイッチ( CP9、 P62)
G00FFスイツチ( cP3、 P37)
WIDEス イッチ ( CP9、 P53)

Bスイッチ ( CP9、 P53)
K- l Nスイッチ ( CP3、 P74)
LLスイッチ ( CP9、 P74)
C中KEYジヤック ( CPG、 P42)

Fツマミ ( 内側) ( CP10、 P33)
Fツマミ ( 外倶」) ( CP10、 P33)
ALANCEツ マミ ( 内側) ( CP10、 P58)
ONEツマミ ( 外側) ( CP10)

Nt t  LEVELツ マミ ( 内側) ( CPl l 、 P59)

①3QLツマミ ( 外側) ( CPl l 、 P59)

NI TOロ スイッチ( CP12、 P75)
OXスイッチ ( CP12、 P75)
OX GAINス イッチ ( CP12、 P75)
NTI  VOXスイッチ ( CP12、 P75)

i G TONEツマミ( CP12、 P75)
ONI  GAINツマミ( CP12、 P75)

i Cコ ネクター ( CP5、 P24)

腫>十一 一一 =のSPEECHス イ ッチ ( CP13)
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ELスイッチ ( CP14、 P77)
EARスイッチ( CP14、 P72)
スイツチ ( CP14、 P71)
ANGEスイッチ( CP13)

QUALスイッチ( CFD13)

' Vスイッチ( CP13、 P72)
GH UP/DOWNスイッチ( cP13)
FO/MEMOスイッチ( CP13)
X/RX/LED( CP13)

ODEスイッチ ( CP14、 P34)

XFCスイッチ ( CP15、 P54)

TSスイッチ ( cP15、 P35)

MP―Wスイッチ ( cP15、 P73)

MP―Rスイッチ ( CP15、 P73)

Gら
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メインダイヤル ( CP15、 P35)



1 各部の名称と機能

PLI Tスイッチ( CP16、 P53)
ALWATC日 スイッチ ( CPl B、 P56)

ETスイッチ ( CP17、 P63)
CANスイッチ ( CP17、 P76)

中GH UP/DOWNスイツチ ( サブ側) ( CP13)
0/MEMOスイッチ ( サブ側) ( CP17)

。INP SUBスイツチ ( CP17、 P35)
・INP MAINスイツチ ( CP17、 P35)

ミンド・テンキー( CP17)

ブダイヤル( CP18)

スイッチ ( サブ側) ( CP18)

MHz UP/DOWNス イツチ( CP17)

I LTER WIDEスイツチ( CP18、 P58)
LTER 9h/1- NARス イッチ( CP18、 P53)
LTER 455k― NARスイッチ( CP18、 P58)
N PBTツ マミ ( CP19、 P60)

APFスイッチ( CP13、 P41)
UTOスイッチ ( CP13、 P41、 P81)
TCHスイッチ ( CPI B、 P81)

OTCHツマミ( CP20、 P81)

PFツマミ( CP20、 P41)

Tスイッチ( CP20、 P37)
TXスイッチ ( CP20、 P37)
LEARスイッチ ( CP20、 P37)

T/△ TXツマミ( CP20、 P37)



■ 後面パネル

■ デイスプレイ

①アンテナ1/2コ ネクター( じ P22、 P27)
②ヒユーズホルダー( cP22、 P33)
③AC電源ツケット( cP22)
④日X ANT OUTジャック( cP22)
⑤日X ANTINジ ャック ( CP22)
⑥X―VERTERジ ャック ( CP23)
②GND端子( CP23、 P27)
③D0 0UT13. 8V端子( CP23)
③ACC( 2)ソケット( CP23、 P29)
⑩ACC( 1)ツケット( CP23、 P23)
①REMOTE端子( CP23、 P30)
⑫EX SPジャック( cP23、 P25)
①KEYジャック( CP23、 P42)
①RELAYジャック( CP23、 P28)
⑮ALCジャック( CP23、 P28)

デイスプレイの内容については( CP21)を ご覧ください。
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■
一2 各部の名称と機能

1前画パネル

ン
00じめ
中 学

ンンン
◎ ◎ 団 団 圃

Ｏ
③
ン
◎

中車中帥ハンロ］）レ抑

車〇い〇巾ＯＡＭＯｍＯ

距〇、Ｏ隠憚〇叫⑩

称名 お も な 機 能 操作説明の
参照ペー ジ

① POVJ ER(電 源 ) スイ ッチ 本機の電源をON/OFFす るスイッチです。
スイッチを押し込むと、電源が O`N″ となり、もう一度押

すと、 O` FI Fr″ になります。
O`N″ にしたときは、電源を切る前の状態になります。

② TRANSMI T(送 信 ) スイ ッチ 送信と受信を切 り替えるスイッチです。

スイッチを押 し込むと送信状態にな り、TX LEDが 赤色 に

点灯 します。 ( MAIN、 SUB別 々 に点灯 します。)

もう一度押すと、受信状態にな ります。

③ PHONES(ヘ ッド木ン) ジャック
PHONES

◎

ヘッドホンを接続するジヤックです。
ヘッドホンのインピーダンスは、4～ 16Ω が最適です。

CP24

④ ELEC― KEY(エ レクト回ニツク
キーヤー) ジャック

ELEC‐ KEY

CW運用時の、マニユピレーターを接続するジャツクです。
マニユピレーターを差し込むと、内蔵のエレクト回ニツクキ

ーヤー回路が動作 し、マニュピレーターによるCW運用がで

きます。

CP43

⑤ Mi CROPHONE(マ イクロホン)

コネクター

■ コネクターの結線図
( 前画から見た図〕

マイク ロホ ンを接続する コネクター です。

オプシ ョン 窃」売 ) のハ ン ドマイクロホンHM- 38またはスタン

ドマイク ロホ ンSM- 20/SM- 8な どを ご利用 くださ い。

①Mi C(マイク入力)

②+9V( 9V/最 大10同Aの出力)

◎ MIO UD(ア ップ/ダウン)

④SQL S(スケルチが開いたとき、グランドレベルになる)

⑤P. T. T.
⑥GNEl ( PTTの アース)

②GND(マイクのアース)

◎ AF OUT( AFツ マミに連動したAF出 力)
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称名 ム
ロ機なもお 嬰婚乗塑9

⑥ PREAMP(プ リアンプ) /
ATT(ア ッテネーター) スイッチ

PREAMP AT

首ンB

本機に内蔵されてしヽる日Fプリアンプと、ラッテネーターを
選択するスイッチです。
● PREl    : 1. 8MHz以上の全バンドで効果があります。
●PRE2   : 21MHz帯 以上で効果があります。
● CI FF    i  CI FFに します。
●ATT6dB : 6dBのアッテネーターが動作します。
●ATT12dB : 12dBのアッテネーターが動作します。
●ATT] 3dB : 1日 dBのアッテネーターが動作します。

受信信号が弱いときはプリアンプで増幅させます。
強信号のときは、ア ッテネーターで減衰させます。

CP62

② METE日 ( メ ーター)切 り替え
スイッチ

METER

送信 時の メーター指示を切 り替 えるスイ ッチです。
受信 時は、スイ ッチの位置 に関係 な く、Sメーター と して動
作 します。
● SW日  : SWR値 の指示 ( アンテナのマッチング状態 )

。Po  : 送 信出力の相対レベルの指示 ( 50Ω ダミー日―ド時|ジ〈ワー
出力を示す )

●ALO : ALCレ ベルの指示
● CCIMP: ス ピーチヨンプレッサー回路のコンプレッションレベルの

指示
● I El    : 終段トランジスターのドレイン電流値
● VD  : 終 段トランジスターのドレイン電圧値

ALO→ SSB運 用 時は、ALOゾ ーンを超えないように監視
して くださ い。

③ TUNER(ア ンテナチューナー )

スイッチ

ＴＵＮＥＲ０

本機 に内蔵されているアンテナチューナーをON/OFFす る
スイッチです。
スイッチを押すと、アンテナチューナーが O`N″ とな り、
スイ ツチの内蔵 LEDが 点灯 します。
このスイッチが O`FF″ のときは、スルー状態 (送信出力波
がアンテナ回路を通 らす、直接アンテナコネクターヘ出力さ
れる)とな ります。

CP73

③ ANT(アンテナ) 1/2
切り替えスイッチ

1-――ANT―…- 2

00

アンテナコネクターの 1ま た2を選択するスイッチです。
スイ ッチを押す ことに切 り替わ り、選択されてしヽるスイッチ
の内蔵LEDが 点灯 します。
出荷時は、自動選択の状態に設定 していますが、セ ットモー
ド( L)の設定 によ り、自動/手動を変更することができます。

qP27

CP67

① メーター 7種類のメーター値を表示 します。
受信時はSメーターとして動作 し、受信信号強度を表示 しま
す 。

送信時は、②METERス イッチの切り替えにより、6種類の
測定値を指示します。
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① KEY SPEED(キ ーイング
スピード) ツマミ

KEY SPEED

ゆ

エレクト回ニツクキーヤーのキーイングスピードを調整する

ツマミです。

右に回すほど、キーイングスピー ドが速くなります。
1分間に約35～225字の範囲で調整できます。

CP43

⑫ DELAY(デ ィレイタイム) ツマミ
DELAY

餓
ブレークインまたはVOX運 用時、送信状態か ら受信状態 に

切 り替わる時間を調整するツマミです。

右に回すほど、送信状態を保持する時間 ( 受信状態への復帰

時間 ) が長 くな ります。

CW・ SSBの 両方のモー ドで使用できます。

餓P74

⑬ NB IHEVEL(ノ イズブランカー
レベル)ツマミ

NB LEVEL

ノイズブランカー回路の動作レベルを可変するツマミです。

①NBスイッチが O`N″ のときに動作し、ツマミを右に回
すほど、動作レベルがアップします。パルス性ノイズの強55

に応 じて調整できます。

右に回しすぎると、受信首がひすむ場合がありますので、こ

注意ください。

CP59

⑭ BLK―Wi TDH(ブランカーワイズ)

スイッチ
BLK‐ W: DTH

ノイズブランカー回路のブランク幅を、さらに延長するため
のツマミです。

①NB Wi DEス イッチが O`N″ のときに動作し、右に回
すと、ウツドペツカーノイズなどで尾をひいたパルス性ノイ
ズの幅に合わせて、最高15msecまでのブランク幅を設定す
ることができます。

CP59

① ACC( ACC時 定数)ツ マミ ACC回 路の時定数を調整するツマミです。
①ACC OFFス イッチが O`FF″ ( LED消灯時) の とき
に動作し、右に回すと長く( 3LOW)な り、左に回すと短く

( FAST)な ります。

CP37
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称名 お も な 機 能 操作説明の
参照ペー ジ

① DRi VE(ド ライブ) ツマミ
DRi VE

キャリアレベルを調整するツマミです。
右に回すほど、キャリアレベルがアップします。

通常は、CW・ RTTYモ ー ドで使用しますが、SSBモ ー ド
でも②00MPが O`N″ のときは、動作します。

CP42
CP47

⑫ FULL(フル/セミブレークイン)

スイッチ
ブ レークイン機能のフルブレークインと、セミブ レークイン

を切 り替えるスイ ッチです。

①BK― INス イッチが O`N″ のとき、このスイッチを押し、
スイツチのLEDが点灯時はフルブレークイン、消灯時がセ
ミブレークインとなります。

CP74

① BK白 l N(ブレークイン) スイッチ ブ レークイン機能をON/OFFす るスイッチです。
CW運 用時にこのスイ ッチを押すと、ブレークインが O`Nイ
( LED点灯)にな ります。

CP74

① NB(ノ イズブランカー) スイッチ ノイズブランカー回路をON/CI  FFrするスイ ッチです。
スイッチを押すとLEDが 点灯 し、 O`N″ にな ります。

自動車のイグニ ッションノイズのような、パルス性ノイズに

効果があ ります。

CP59

① NB Wi DE(ワ イド) スイッチ

NB Wi DE

ノイズブランカーのブランク幅を切り替えるスイッチです。
①NBスイッチが O`N″ のとき、このスイッチを押すと、
LEDが点灯し、ブランク幅がワイ ドになります。
もう一度押すとLEDが消灯し、ナローになります。
ワイ ド時は、⑭BLK―Wi EI THツ マミで、さらにブランク幅
を拡大できます。

CP59

NR LEVEL ON/OFF ◎ NB Wi EI Eス イッチは、セットモード( 3)の選択により、
②NR LEVELツ マミの機能をON/OFFすることがで
きます。

CP88

① ACC OFF(自 動利得制御 )

スイッチ
AGC OFF

AGO回 路の動作をCIN/OFFす るスイッチです。
スイッチを押すとLEDが点灯し、ACC回 路が O`FF″ に
なります。
もう一度押すとLEDが消灯し、①AGOツ マミでACCの
時定数を変えることができます。

CP37

① COMP(ス ピーチヨンプレッサー)

スイッチ
スピーチヨンプレッサー回路をON/CI FFするスイッチです。
スイッチを押すとLEDが 点灯 し、スピーチコンプ レッサー

回路が O`N″ にな ります。

33B運 用時の平均音声出カレベルが上昇 し、トークパワー

のより高いSSB波 を発射することができます。

CP82
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① AF( AFゲ イン : 音量 ) ツマミ

受信者が
大きくなる/

受信音が
小さくなる

受信音量を調整するツマミです。
右に回すほど、受信音は大きくなります。
スピーカーゃヘッドホンからの受信首を、聞きやすい曽量に
調整してください。

CP33

① RF(劇 Fゲイン : 受信感度 ) ツマミ

感度が上がる

受信部の高周波ゲインを調整するツマミです。

右に回すほど、受信感度が上が ります。
左に回すとSメーターの指針が振れはじめ、感度の低下量を

表示 します。

通常は、最大感度 ( 右 に回 しきる ) で使用 します。

CP33

① BALANCE(バ ランス) ツマミ デュアルワッチ機能で受信 したとき、2局間の受信強度のバ
ランスを調整するツマミです。

メイン側とサブ倶Uで同時受信 したときに、ツマミを左 に回す
と、メイン側の信号が強 くな り、右に回すとサブ側の信号が
強 くな ります。

強い信号を受けるとACCが 動作 し、弱い信号側がブ回ック

されるようなときにも効果があ ります。

CP56

① TONE(受 信曽買 ) ツマミ 受信音の音質を調整するツマミです。
右に回すと高吉域が強調され、左に回すと低首域が強調され
ます。
ツマミをセンターにすると、特性はフラットになります。

10
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称名 能機なもお 委矯乗塑9
② NR LEVEL(ノ イズリダクション)

ツマミ

NRレベル
が上がる/

NRレベル
が下がる

このツマミは、DSP回 路によるノイズ除去機能を動作させ
るツマミです。
受信信号をデジタル処理し、信号成分とノイズ成分を分離さ
せ、ノイズの除去を行っています。
右に回すほど、ノイズ除去レベルを高くしますが、回しすぎ
ると受信信号に影響を与え、ひすみを発生する場合がありま
すので、最良の位置にセットしてください。

( NR LEVELツ マミのON/OFF機 能 )

NR LEVELを いつも同じレベルに保つておきたい場合な
どに、①NB Wi DEスイッチをNR LEVELツ マミのON/
OFF機 能に変えることができます。
セツトモー ド( 3)を ご覧ください。

CP59

CP86

① SQL(スケルチ) ツマミ

スケルチレベル
が浅くなる

受信状態で無信号時の ザ`ー″ という雑音を消すスケルチ調
整ツマミです。
右に回すほど、スケルチレベルが深くなります。
すべてのモー ドで動作しますから、運用形態に応 じてセット
してください。

CP33

CW Pl TCH(ピッチ) ツマミ SQLツ マミは、セ ットモー ド( 3)の選択 によ り、CW運 用

時の ビッチコン ト回―ルにすることができます。

受信周波数を変えすに、CW受 信 トーンおよびサイ ドトーン

モニターの ビツチを可変するツマミにな ります。右に回すほ

ど、 トーンが高 くな り、左 に回すと低 くな ります。

300～ 900Hzの範囲で可変でき、ツマミがセンターの位置で

約800Hzに しています。

CP66

① Mi C(マイクゲイン) ツマミ

ゲイン最大

マイク回ホンからの音声入カレベルを調整するツマミです。
右に回すほど、曽声入カレベルが高くなり、左に回すと低く
なります。
ツマミの設定は、9～12時の範囲が適正位置です。

① PWR(送信出力)ツマミ

100W( 200W)

送信出力を調整するツマミです。

送信出力は、約5～ 100W( 200W)の間で連続可変できます。
ツマミを右に回 しきると100W( 200W)、 左に回 しきると5W
の出力になつています。

ただ し、AMモ ー ド時は、5～50Wとなっています。

( ご注意〕本機はEI SP( Di t t i t al  Si gnal  Processor)回 路を搭載しています。
DSP回路は、セットモー ド( S)により O`FF″ にすることができますが、ノイズリダクション機能やオートAPF、 オ
ートNOTCH機 能などが無効となりますので、DSPを O`N″ にしてご使用されることをおすすめします。 ( 初期時は
O`N″ としています。)
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① MO園 l  GAIN(モニター音量 )

ツマミ
MON, GAIN

◎

モニター時の音量を調整するツマミです。
①MONITORス イッチが O`N″ のときに動作し、右に回
すとモニター音が大きくなり、左に回すと小さくなります。
モニター音は、①AFツマミと連動して変化します。

CP75

① MtC TONE(マイクトーン) ツマミ

M' C TONE

◎

送信時の音質を調整するツマミです。
右に回すほど高音域が強調され、左に回すと低吉域が強調さ
れます。

後面パネルACC( 1)ソ ケットからの入力には動作しません。

① ANT! VOX(ア ンチボックス )

ツマミ

ANTI―VOX

◎

VCI X運用時、ス ピーカーか らの受信音で、VCI X回路が動
作 しないように調整するツマミです。

①VOXス イッチが O`N″ のときに動作します。
ツマミを回しながら、マイクに入力する声でVOX回 路が動
作し、受信音で動作しないように調整します。

CP75

① VOX OAl N(ボ ックスゲイン)

ツマミ
VOX―GAl N

◎

VOX回 路の感度を調整するツマミです。
⑤VCI Xス イッチが O`N″ のときに動作し、右に回すほど、
VOX回 路の感度が上がり、左に回すと下がります。

CP75

① VOX(ボックス) スイッチ

VOX

団 巻魯督丹暑R' 1螢]星: : 二
量ぢン リ替わるVOX

もう一度押すと O`FF″ にな ります。

CP75

① MONITOR(モ ニター) スイッチ

MON, TOR

圃

モニター回路の動作をCIN/oFFす るスイッチです。
スイッチを押し込むと、CW以外のすべてのモー ドでモニタ
ー回路が O`N″ となり、自局の送信音をモニターすること
ができます。

CP75

12
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③ SPEECH(ス ピーチ) スイッチ

SPEECH

圃

音声合成で周波数を発声させるスイッチです。

オプション傷」売)の曽声台成ユニットUT- 66を装着 している

ときは、このスイツチを押すごとに、モー ド、周波数などを、

日本語または英語で発声 します。

CP87
CPB5

①

ＭＡ‐Ｎ
Ｏ

TX/RX(送受信状態) LED
( MAIN〕

メイン側の送受信状態を表示するLEDです。
メイン側が受信状態で、スケルチが開いているときは、緑色
に点灯します。
送信時は赤色に点灯します。

① TX/RX(送受信状態) LED
( SU日 )

誉 桑宮塔異鼻送信時は

デュアルワッチおよびスプ リット運用時、サブ側の送受信状

態を表示するLEDで す。

サブ側が受信のとき、緑色 に点灯 します。
スプ リット運用時、送信周波数はサブ倶」にな りますので、ス

プリット送信時は、このLEDが 赤色 に点灯 します。

① VFO/MEMO( VFO/メ モリー
切り替え) スイッチ ( メイン側 )

1回押すことに
切り薔わる伽〇

VFO運 用と、メモ リー運用を切 り替えるスイ ッチで、メイ
ン側 に動作 します。

押す ことに切 り替わ り、VFO状 態のときは V`FO″ 、メモ

リー状態のときは M`EMO〃 を表示 します。

( メインとサブについて )

通常の運用状態は、ディスプ L/イ の左側 に大き く表示 し、こ

れをメイン側 とします。

スプリットおよびデュアルワッチ運用時は、一方の周波数を

右側 に小さく表示 し、これをサブ側 とします。

① DOWN/UPス イッチ
( メインM“ CH)用

_MAIN MtCH一

メイン側のメモリーチャンネル (以下M―CHと略 します)をア

ップ/ダウンするスイッチです。

1回押すことにM―CHが l CHづつアップ/ダウン し、押 し続

けると、連続動作とな ります。

M―CHが なにも記憶 していないブランク状態のときは、

BLANKを 表示 します。

CP70

④ Mt t VFO(メ モリー転送)スイッチ

□ 御 押す

M―CHの内容をVFOに 転送するスイッチです。
スイッチを約 1秒 ( ピ ッピピが鳴るまで) 才甲すことにより、M
―CHの内容をVFOに 転送 し表示します。
M―CHの内容は、そのまま保持します。
スプリット運用時は、XFCを 押しながらM>Vを 押すと、
サブ側で動作します。

餓P72

① EQUAL(イ コール) スイッチ

団
榊 押す

メイン側の表示内容を、サブ側 に移すイコライザー機能のス

イ ッチです。

スイッチを約1秒 ( ピ ッピピが鳴る ) ナ甲すことによ り、サブ側

の表示 ( 周波数 ) が、メイン側 と同 じにな ります。

④ CHANGE(チ ェンジ) スイッチ

に亘亘三〕 押すことに動作する

メイン側 とサブ側の表示を入れ替えるスイ ッチです。

スイ ッチを押す ことに、メインとサブが切 り替わ ります。
※ サブ側 になにも表示 していないとき、この操作は無効です。

13
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① MW(メモリーライト) スイッチ

〔亘亜亘動 約1秒押す

M―CHに書き込み ( 記憶させる) を行うスイッチです。
スイッチを約 1秒 ( ビ ツピピがなる ) 才甲すことにより、表示内
容が指定のM―CHに書き込まれます。
● 書き込みしたM―CHは、サブ側でも表示し、運用すること
ができます。

スプリット運用時、XFCを 押しながらMWを約1秒押すこと
で、サブ側の表示周波数をサブ側に表示のM―CHに書き込み
ます。

CP71

① CLEAR(メ モリークリア) スイッチ

( 室重亘〕 約1秒押す
M―CHの 内容を消去するスイッチです。
メモ リー状態のときに、このスイ ッチを約1秒 ( ピ ツピピが鳴
る ) ナ甲すと、呼び出 しているM―CHの 記憶内容が消され、ブ

ランク状態にな ります。

スプリット時、XFCと CLEARで サブ側に動作 します。

CP72

② SEL(メ モリーセレクト) スイッチ

睡∋ 押すこJ こ動作する
メモ リーセ レク トスキャン時、指定のM―CHだ けをスキャン

させるための 「セ レク ト」を行うスイッチです。
メモ リー状態にしてこのスイッチを押すと、呼び出 してしヽる

M―OHに SELECTを 指定 します。
もう一度押すと、セ レク トを解除 します。

なお、このスイッチを約1秒 ( ピ ッピピが鳴る)押すと、セ レ

ク ト指定 しているすべてのM―CHの 指定をク リア します。

CP77

① MODE(モ ード : 電波型式 )

スイッチ
運用する電波の型式 ( モー ド) を選択するスイッチです。
● 33日 ( USB/LSB)、 RTTYお よびFMモー ドには、
DATAモ ー ドも設定できます。

● CW/REVは 、CWとOWリバースモー ドのほかに、メモ
リーキーヤーモードも設定できます。

● AM/FMモ ー ドにすると、周波数ステップはl kHzステッ
プになります。

CP34
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各部の名称と機能 2

称名 お も な 機 能 壕矯乗理9
⑩

周波数が
ダウン

メインダイヤル

周波数が
アップ

メイン側の運用周波数を設定するダイヤルです。
右に回すと周波数がアップし、左に回すとダウンします。
通常は、10Hzステップ( FM/AMは l kHz)で動作しますが、
TS(チューエングステップ)は、①TSスイッチや①テンキ
ーで変更することができます。

CP36

① XFC(送信周波数チェック )

スイッチ

( 1) XFCのみ

121XFC十 メインダイヤメレ

l al XFC十 バンドスイッチ

14) XFC+l MHzス イッチ

151XFCt t EQUALスイッチ

スプリット運用時の送信周波数 ( サ ブ側)をチェック した り、
設定するためのスイッチで、次の使いかたがあ ります。

( 1)こ のスイッチを押 している間は、送信周波数で受信するこ
とができます。

121こ のスイッチを押しながら、①メインダイヤルを回すと、
送信周波数の可変ができます。

13にのスイッチを押しながら、①バンドスイッチ ( テンキー )

を押すと、送信倶」のバンドの切り替えができます。

141こ のスイッチを押しながら、① l MHz UP/DOWNス イ
ッチを押すと、送信周波数を l MHzステップで可変するこ
とができます。

151こ のスイッチを押しながら、④EC3UALス イッチを押す
と、送信周波数をメイン側に転送 し、受信周波数を送信周
波数と同じにします。

CP54

① TS(チューエングステップ)

スイッチ

・押すごとにl kHz
ステツプのON/OFF

・約1秒押すと、l Hz
ステップになる

ＴＳＯ

メインダイヤルおよび⑤サブダイヤルのチューエングステッ
プを切 り薔えるスイッチです。
● このスイッチを押すと、 l kHz桁の上に ▼` ″ マークが点
灯し、 l KHzステップになります。

0このスイッチを約2秒 ( ピ ッピーが鳴る ) す甲すと、ファイン
チューエング表示 ( 周波数表示の l Hz桁を表示) となり、1

Hzステップでチューニングができます。
どちらの場合も、もう一度スイッチを押すと、元の l kHzス
テップに戻ります。

サブ側には、TS関係の表示は行いませんが、すべてメイン
側と同様に動作しますと

CP38

① MP―W(メモパッドライト) スイッチ

MP‐ W

O 押すことに動作する

メモパッドチャンネルに書き込むスイッチです。
スイッチを押すと、表示中の運用周波数とモー ドを瞬時に書
き込みます。
メモパッドは出荷時5チャンネルあり、それ以上書き込んだ
場合は、古い順に消去します。
※ セツトモー ド( L)で 10チャンネルに増設できます。

CP73

CP67

① MP―R(メモパッドリード) スイッチ

MP‐ R

O 押すことに動作する

メモパ ッ ドチャンネル に書き込まれた内容を、呼び出すスイ
ツチです。

スイ ッチを押す ことに、新 しく書き込まれたチャンネルから、
古いチャンネルヘと、順に呼び出 します。

CP73
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2 各部の名称と機能

一愉圃
的ロ中ン中等 熙

ン
的〇”〇巾〇加○印⑮

称名 お も な 機 能 操作説明の
参照ペー ジ

① LOCK(ロック) スイッチ

LOCK

(王三) 押 す

=と

にCIN/OFFする

メインダイヤルの操作を無効にし、表示周波数が変わらない

ようにするスイツチです。
スイッチを押すと、メイン側に LOCKが 表示され、メイン

ダイヤルの操作ができなくなります。
もう一度押すと、ロツクを解除します。

⑤ SPL‖ T(スプリット) スイッチ

∈王 ) ・ 習蔦群子する
。約1秒押すと
クイック動作

スプリット( たすきがけ)運用を行うときのスイツチです。
スプリットスイツチは、次のように使いわけができます。

( 1) 1回 押すことに、スプリットモー ドをON/OFFし ます。
スプリットモー ドにすると、サブ側に SPLI T表示と、前

回セツトした送信周波数を表示します。

121 SPLI T表 示が消灯しているとき、スイッチを約1秒 ( ビッ

ピピが鳴る ) す甲すと、クイックスプリット動作になり、送

信周波数 ( サブ側 ) が受信周波数 ( メイン側 ) と同じ周波数に

なります。
13) SPLI T表 示が点灯しているとき、スイツチを約1秒 ( ピ、

ピーが鳴る) 押すと、チヤネライズドスプリット動作にな

り、送・受信周波数を一致させたのち、送信周波数を1～ 10

KHzの任意のステツプでアップ/ダウンさせることができ

ます。

CP53

① DUALWATCH
( デュアメレワッチ ) スイッチ

〔亘三動 ・習蔦群予する
・約1秒押すと

クイック動作

デュアルワッチ機能をON/OFFす るスイツチです。

スイッチを押すと、サブ側に DUALWATCHと 、受信周波

数を表示 し、デュアルワッチができます。

スイッチを押すことに、デュアルワッチ機能がON/OFFし
ます。スイッチを約1秒押すと、メインとサブの周波数を同
じにします。

CP58

( ご注意) 本機のスプリットおよびデュアルワッチは、同一バンド、同一モー ドを前提に設計しています。異なるバンドでの運用は
おやめください。
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各部の名称と機能 2

称名 お も な 機 能 委矯乗塑9
③ SET(セ ットモード) スイッチ

・1回押しで
セツトモード( 3)

・約1秒押しで
セツトモード( L)

ＳＥＴ

Ｏ

各種の運用条件を、お好みの条件に設定するためのセットモ
ー ドにするスイッチです。
セツトモー ドは2種類あり、セットモー ドに入る操作で次の
ように分けています。
● SETス イッチを短く押す→セットモー ド( 3)になる。
● SETス イッチを長く押す→セットモー ド( L)になる。

CPS3

CP64
CP67

① SCAN(ス キャン) スイッチ

SCAN

押すことに
スタート/ス トップする

各種スキャンのスター ト/ス トップを行うスイ ッチです。
スイ ッチを押すと、VFO状 態のときはプログラムスキャン
が、メモ リー状態のときはメモ リースキャンまたはメモ リー
セ レク トスキャンがスター トします。
スキヤン動作中に、もう一度押すとス トップ します。
スキヤン動作中は、MHz桁 とkHz補のデシマルポイン トが
点滅 します。

サブ側にはスキャン機能はあ りません。

CP76

① F- l NP(周波数入力)スイッチ
( MAIN― SU日 )

テンキーで周波数を入力するときのスイッチです。
● MAINを押すと、メイン側の周波数表示が消え、テンキー
から周波数入力ができます。

● SUBを 押すと、メイン側と同様にサブ倶」周波数の入力が
できます。

CP38

① バンドキー/テンキー

O⑩ ロ
O⑮ ⑩
⑩ ⑩ O
O⑩ O

アマチュアバンドの切り替え ( バンドキー) と、周波数を入力
する ( テンキー) 2つの機能があります。
● 通常は、1. 8～29MHz帯のアマチュアバンドの切り替えを
行う、バンドキーとして動作します。

● ①F- l NP( MAIN- 3UB)ス イッチが押されているときは、
周波数を入力するテンキーとして動作します。

スプリット運用時、①XFCス イッチを使用すると、サブ側
のバンド切り替えができます。

Ｐ
　
　
Ｐ

Ｃ
　
　
Ｃ

① l M UP/DOWN
( l MHzア ップ/ダウン) スイッチ

▽   DOWNl  uP   △

l MHzのステップで、周波数をアップまたはダウンさせるス
イツチです。
スイッチを押すことに、表示周波数が l MHzづつアップまた
はダウンします。
押し続けると、連続動作となります。

①XFCス イッチを使用すると、サブ側の周波数をアップ/ダ
ウンすることができます。

α P37

① VFO/MEMOス イッチ
( サブ用 )

VF07MEMOO
サブ側のVFO状 態とメモ リー状態を切 り替えるスイッチで
す。

メイン側と同様 に操作ができます。
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2 告部の名称と機能

一愉団
ｍロ中ンい等車〇

巾〇

耐Ｏ
ＡＭＯ

ｍＯ

府⑮ぉ０松曙わ叫⑮
寺い等お申印的弟申牟

名 称 お も な 機 能 操作説明の
参照ベー ジ

① M―CH UP/DNス イツチ
( サブ用)

〇 〇

サブ側のM-OHを アップ/ダウンするスイツチです。

メイン側と同様に操作ができます。

① サブダイヤル サブ側周波数をアップ/ダウンするダイヤルです。

メインダイヤルと同様に操作ができます。

サブ側のTS(チユーエングステップ)は、メイン側で設定し

たTSで動作します。( サブ4貝けではTS関係の表示をしません。)

CP54

① L00Kス イッチ
( サブ用)  LbCK(⊃

サブ側の周波数を固定するスイッチです。

メイン側と同様に操作ができます。

① FI LTERS(フ イルター切り替え)

スイッチ

F: LTERS

OO□

l F回路の9MHZ帯 と455KHz帯 のフイルターを切り替えるス

イッチです。

各スイツチを押したとき、有効時はLEDが点灯し、無効時

は プ`ッ″ 首が鳴ります。

( 1) Wi DE(ワ イ ド) スイツチ

現在使用 しているフイルターを1ラ ンク広しヽフイルターに

切り替えます。 ( 9MHz/455kHz帯 の両方とも)

( 2) NAR 9M(ナ ロー9MHz帯 ) スイッチ
現在使用している9MHz帯のフィルターを1ランク狭いフ

ィルターに切り替えます。

13) NAR 455k(ナ 回- 455KHz帯 ) スイッチ

現在使用している455kHz帯 のフィルターを1ランク狭いフ

ィルターに切り薔えます。

CP58
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各部の名称と機能 2

称名 能機なもお 委矯乗塑9
③ TWi N PBT(ッ インパスノミンド

チューエング) ツマミ

TWi N PBI

I Fフィルターの通過帯域幅を、連続的に制御するツマミです。
2重ツマミになっており、帯域の上側または下側から同時に、
あるいは片方だけを狭くすることができ、近接周波数による
混信を効果的に除去します。

両方のツマミを、同方向に同量だけ可変すると、I Fシフトと
して動作し、通過帯域幅を変えすに混信を除去することもで
きます。

CP80

CP80

① APF(オーディォピークフィルター)

スイッチ

⑮  習総 子する

CW受信時に使用する、超狭帯域のオーディオフィルターを
ON/OFFす るスイッチです。
スイッチを押すと、APFが O`N″ となり、LEDが点灯し
ます。
帯域中心周波数の可変は、①APFツ マミで行います。
なお、①AUTOス イッチにより、自動/手動の切り替えがで
きます。

CP41

① AUTO(オ ート) スイッチ

押すことに
ON/OFFする

い①

CW時 にはオー トAPF、 SSB時 にはオー トNOTCHを 動
作させるスイ ッチです。
スイッチを押すとLEDが 点灯 し、 O`N″ とな ります。

( オー トAPF)
通過帯域の中心がCWピ ッチ周波数と同期 したAPFが 動作
し、CWピ ッチを変更 したとき、APFの ピーク周波数も連
動 します。
ゼ 回インしている信号のみを、受信することができます。
( オー トNOTCH)
SSB/FM運 用時に有効で、ビート信号やCWまたはRTTY
信号による混信を自動的に判別 し、滉信信号を除去 します。

CP41

CP61

AF LPF(オーディオローパス
フイルター) スイッチ

AUTOス イッチは、セ ットモー ド ( S)に よ り、DSP回 路
を O`FF″ にしているときは、AF LPFス イ ッチとして
動作 します。

音声出力の高帯域をカットするフィルターのON/OFFが で
き、高首域 に発生するノイズ除去 に効果があ ります。

① NOTCH(ノ ッチ) スイッチ

NOTCH

□  習部 予する

I Fのノッチフィルター回路を、ON/OFFす るスイッチです。
スイッチを押すと、NOTCH機 能が O`N″ ( LED点灯 ) と
なり、②NOTCHツ マミを有効にします。
NOTCHは すべてのモー ドで動作し、ビー ト混信を減表さ
せます。

①AUTOス イッチを O`N″ にすると、オー トNOTCH
および|ド NOTCHの 両方が動作します。

CPSl

CP81
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2 各部の名称と機能

称名 お も な 機 能 委矯菜塑9
① APF(オーデイオピークフイルター )

ツマミ

高吉側へ移動

①APFス イツチが O`N″ のときに有効で、CW受信時に、

APFの 通過帯域を可変するツマミです。

ツマミを右に回すと高音側に、逆に回すと低音側に、フィル

ターのピークが移動します。

①AUTOス イツチが O`N″ のときは、オー トAPFが 動

作しますので、このツマミの効果はありません。

CP41

① NOTCH(ノ ッチ)ツ マミ ①NOTCHス イツチが O`N″ のときに有効で、ノッチフ

ィルターの中心周波数を可変するツマミです。

すべてのモードで動作し、目的信号に近接する混信信号 ( ビ

ー ト信号 ) を、減衰させることができます。

①AUTOス イッチが O`N″ のときに、①NOTCHス イ

ッチを O`N″ にすると、オートNOTCHが 動作しますの

で、このツマミはl F NOTCHと して動作します。

CPSl

① Rl T(リ ット) スイツチ

, 押すことに
ON/OFFする

。約l 秒押すと
加算する

Ｒ‐Ｔ①

受信周波数だけを微調整する、RI T機能をON/OFFす るス

イッチです。
スイッチを1回押すことに、日I T機能がON/OFFし ます。

RI T機能が O`N″ になると、 RI T表示と可変する周波数

が表示され、①RI Tツマミが有効になります。

RI T｀ON″ 時、このスイツチを約 1秒 ( ピ ツピピが鳴る) 押

すと、可変分が運用 ( 受信 ) 周波数に加算され、可変表示をク

リア ( 0. 00に する) します。

CP35

① △TXスイッチ

猟⑩

送信周波数だけを微調整する、△TX機能をON/OFFす る

スイッチです。
スイッチを1回押すことに、△TX機能がON/OFFし ます。

以下、①Rl Tスイツチと同様の操作ができます。

CP35

① CLEAR( RI T/△ TXク リア)

スイッチ

〇・彗鞠

RI Tま たは△TXの可変した周波数だけを、クリアするスイ

ッチです。
スイッチを約 1秒 ( ビ ツピピが鳴る) 押すと、可変周波数がク

リア( 0. 00)されます。

なお、日l T/△ TX機能は O`N″ のままです。

CP35

① RI T/△ TXツマミ
R, Tt t TX

ダウン

受信周波数または送信周波数の微調整を行うツマミです。

①日I Tまたは②△TXスイツチが O`N″ のときに動作し、

10Hzステツプで± 9. 99kHzまで可変できます。
※TSが l Hzステツプのときは、このツマミもl Hzステツプ
で動作 します。 ( l Hz表 示は しません。)

CP35
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震- 2ディスプレイ

各部の名称と機能 2

! ヨヨ料

『 ユ軍『

①L00K表示部 ( メ イン) メインダイヤルの機能が、電気的に固定されていることを表示します。
L00Kス イッチ ( メ イン倶」)が押されたときに点灯します。

②NR(ノ イズリダクション) ノイズリダクションが O`N″ になっていることを表示します。
NR LEVELツ マミを、時計方向に少し回すと点灯します。

③モード( 電波型式) 表示部 運用中のモー ドを表示します。
MODEス イッチで選択されたモー ドが点灯します。

④VFO/MEMO状 態表示部 ( メ イン) VFOま たはメモリTのどちらで運用しているかを表示します。
メイン側のVFO/MEMOス イッチで、表示が切り替わります。

⑤BLANK表示部 表示の X/1- CHが 、ブランク ( 空 自) であることを表示 します。
初期時は全CHが ブランクで、書き込みが行われると消灯 します。

⑥SELECT表 示部 M―CHに 「セ レク ト」が指定されていることを表示 します。
メモ リー状態でSELス イッチが押されたときに点灯 します。

②DUAL WATCH表 示部 デュアルワッチで運用 していることを表示 します。
□ UAL WATCHス イッチが押されたときに点灯 します。

③VFO/MEMO状 態表示部 ( サブ) VFOま たはメモリーのどちらで運用しているかを表示します。
サブ側のVFO/MEMOス イッチで、表示が切り替わります。

③SPLI T表示部 スプリットで運用していることを表示します。
SPLI Tス イッチが押されたときに点灯します。

①周波数表示部 ( メ イン) 運用周波数を10MHz～ 10Hz( l Hzも可 ) で表示 します。
スプリット運用時は、受信周波数を表示 します。

① l KHzステップ表示
( メ イン/サブ共通表示)

l KHzステップでチューニングができることを表示します。
TSスイッチが押されたときに点灯します。

⑫RI T表示部 RI T機能が O`N″ になつていることを表示 します。
RI Tスイッチが押されたときに点灯 します。

①RI T/△ TX可変幅表示部 日I Tおよび△ TXの可変周波数を3桁で表示 します。
RI Tお よび△ TXツマミの操作時、可変分が表示されます。

⑭△TX表示部 △ TX機能が O`N″ にな っていることを表示 します。
△ TXスイッチが押されたときに点灯 します。

①M-OH番号表示部 ( メ イン) M―CH番号を表示します。
メイン側のM―CH UP/DOWNス イッチで表示が切り替わります。

①LOCK表示部 ( サブ) サブダイヤルがロックされていることを表示します。
サブ側のLOCKス イッチが押されたときに点灯します。

②周波数表示部 ( サブ) デュアルワッチ/ス プリット運用時の周波数を表示します。
スプリット運用時は、送信周波数を表示します。

①M―CH番号表示部 ( サブ) 通常は、サブ倶」のM―CH番号を表示します。
チヤネライズドスプリットのとき、オフセット周波数を表示します。
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2 各部の名称と機能

2- 3後 面パネル

①ANT(アンテナ) 1/2コ ネクター

○ ヒューズホルダー

③AC(交流) 電源ツケット

④RX(受信) ANT OUTジヤツク

⑤RX(受信) ANT INジ ヤック

アンテナを接続するコネクターです。

整台インピーダンスは50Ω です。接続には、M型同軸コネクターと、

500系のアンテナおよび同軸ケーブルをご使用 ください。

出荷時は、切 り替えた状態をバンドごとに記憶するように設定 し

ていますが、セットモー ド( L)のアンテナセ レクター機能で、運用

バンドやアンテナシステムに応 じたアンテナ1/2の切 り替えができ

ます。

AC電源用のヒユーズを納めたホルダーです。

交換するときは、付属の予備 ヒューズ ( FCh/1B125V12A)をこ

使用 ください。

AC100Vの電源入カツケットです。

付属のAC電源ヨー ドを使用 して、家庭用AC100Vのコンセント

に接続 します。

外部に受信専用機を接続するためのジヤツクです。

ANTヨ ネクターからの受信信号を、アンテナ ( 送受信 ) 切 り替え回

路を通 して取り出しています。
通常は、⑤RX ANTl Nジ ヤックに、ジャンパーケーブルで接続

しておきます。

受信専用のアンテナや、プリアンプなどを接続するジヤックです。

ANTコ ネクターから信号を受信 しないで、このジヤツクから直接

受信部へ入力します。
通常は、④RX ANT OUTに 接続 しておきます。

ご注意 : RX ANT OUTジ ャックの出力は、アンテナチュー

ナー回路を通 った信号が出力されています。

アンテナチューナー使用時は、本機 に表示されている

周波数以外の帯域は、減衰されて出力されます。

十一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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各部の名称と機能 2 11- 4- . !

⑥X―VERTER(ト ランスバーター) ジャック  トランスバーターを接続するジャックです。
◎ ACC( 2)ソケットのPIN6に、口C8Vを入力したときに有効と
なりまヨ。
トランスバーター用出カレベルは、- 20dBrl nで す。

②OND(アース) 端子           アース線を接続する端子です。
感電事故や、他の機器からの妨書を防ぐため、必すこの端子から
できるだけ太めの線を用いて、最短距離で接地してください。

③DO(直流) OUT 13. 8V端 子       EDC13. 8Vを 出力しているジャックです。
本機のPOWERス イッチと運動しているDO13. 8Vの出カジャッ
クで、最大電流2Aまで使用できます。

③ACC( 2)ソケット            外部に接続する機器を制御するための、常」御用入出力端子や、内
⑩ACC( 1)ソケット            部からの出力端子です。

それぞれの各端子の働きは、 ( げ P29)を ご覧ください。

①REh/10TE端子             本機を外部から制御するため、パーソナルコンピューターなどを
接続するジャックです。
制御方式には、i 00M Comrl l uni cat i on i nt erf ace v( c31
- V)によるシリアル方式を採用しています。

⑫EXT SP(外部スピーカー) ジャック   外部スピーカーを接続するジャックです。
インピーダンスが4～ 8Ω の外部スピーカーが接続できます。
外部スピーカーを接続すると、内蔵スピーカーは動作しません。
外部スピーカーには、オプションのSP, 20をご利用 ください。

①KEY(電鍵) ジャック           電鍵を接続するジャックです。
CW運用時の電鍵や、外部エレクト田ニックキーヤーを接続する
ジャックです。

⑭RELAY(リ レー) ジャック        リエアアンプの送受信コントロール用ジャックです。
リエアアンプを接続したとき、内部のリレーを駆動して、リエア
アンプの送受信を制御します。

①ALC(自動レベル制御 ) ジャック      ALC電 圧の入カジャックです。
リエアアンプを接続したとき、リエアアンプ側から出力されるALC
電圧を入力する端子です。
ALC入力電圧は、0～ - 4Vが最適です。
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■
一設置と接続

3- 1前 面パネルの接続

◎ ゆゆ餓ゆ餓@
へ 中 学 申

熙
ンンン

ロ
ンン

机の上などで使用するとき、本体と
机の間にすきまを作ります。

● ELEC― KEY(エレクトロエックキーヤー) の接続

勘も過
笛 圏 固め ン

距〇ぉ〔憚備に回酬〇

● HM- 38(オ プション)    OSM- 20(オ プション)

ハンドマイクロホン     スタンドマイクロホン
指をかけて脚を出してください
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設置と接続3

3- 2後 面パネルの接続

〕０
０
０
Ｃ
００
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｃ

）０
一
〇〇
〇
〇
０
０
〇一
〇

０
つ
０一
〇〇
〇

０
０
〇
〇
〇
〇〇
〇
０
０

●ダイポールアンテナ

アンテナについて( OP26)

●REMOTEジ ャック( CP30)

● KEY(電鍵) の接続

● A木アンテナ

アンテナについて( CP26) ●AC電源ソケット
付属のAC電源コードを
使用して、AC100V電 源
に接続します。

０
０
０
００
０
０
〇
〇
〇

〇
〇
００
０
０
０
０
００

０〇
〇
Ｏ
Ｃ
００
０
〇
〇

〇
Ｏ
０
０
０〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇〇
〇
〇
０
０
〇一

〇
〇
〇〇
Ｏ
〇
〇
〇
〇〇

〇
００
０
０
０
Ｃ
０
００

●ACC( 1ソ 121コ ネクターの
接続 ( CP29)

●RELAY/ALCジャックの
接続 ( α P28)

●アースの接続( CP27) ● SP- 20(オ プション)

外部スピーカー
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3設置と接続

3- 3設 置場所について

■ 放熱について

本機を設置する際には、次の点にご注意ください。
● 直射日光のあたる所( 高温高湿になる所、ほこりの多い所、極
端に振動が多い所への設置は避けてください。

● テレビやラジオの近くに設置 しますと、テレビやラジオからの
ノイズの影響を受けたり、TVI・ BCIの原因とな りますので、で
きるだけ離してこ使用ください。
特にテ レビ側で室内アンテナをご使用の際は、アンテナエレメ
ントが本機に接近 しないようにこ注意ください。

トランシーバーは長時間送信 しますと、放熱部の温度がかなり高
くなります。室内などで運用する場合は、特に子供や周囲の人が、
放熱部に触れないようにご注意願います。
また、 トランシーバーはできるだけ風通 しのよい、放熱の妨げに
ならない所を選んで設置 してください。

本機の性能を十分に発揮するには、整台インピーダンスが50Ω のも
のを、正 しく調整 ( SWR=1. 5以下 ) し てこ使用ください。
アンテナは、送受信に極めて重要な部分です。性能の悪いアンテ
ナでは遠距離の局は聞こえませんし、こちらの電波も届きません。
アンテナは、アンテナメーカーから数多く発売されていますが、
用途や設置スペースに合わせて選択 してください。
また、HF帯のアンテナは形 J 犬がかなり大きく、日常の点検や台風
時の防風、防雨対策を完壁にされておくことが必要です。

同軸ケーブルの特性インピーダンスは、50Ω のものをご使用くださ
い。同軸ケーブルは各種ありますが、できるだけ損失の少ない太
いケーブルを、できるだけ短 くなるように接続 してください。
本機との接続には、M型同軸ヨネクターを使用 し、確実に接続 し
てください。

3- 4ア ンテナについて

□ 同軸ケーブルについて

● M型コネクターの取り付けかた
カップリング ナイフ・カッター等で外被を切り

前八ンダがしやすいように外被を
抜き取つてしまわすに、12～ 13mm
の間をあけておく

外被を抜きとり、前八ンダした編
組線を10mm程残して切りとり、内
部絶縁体を l ～2mm残して切りとる
芯線にも前八ンダをしておく

芯線をコネクターに通し図のよう
に八ンダ付けを行う

カップリングを図のようにコネク
ターのネジを越えるまではめ込ん
でおく

カップリングは先に
ケーブルを通しておく

前八ンダ 12～ 13mm

10mm
l 一引卜 1～ 2mm

● 前八ンダ
コネクター部で八ンダ付けがし
やすくなるようにうすく八ンダ
付けしておく部分です。

● ナイフ、カッター等を使用する
ときは、編組線、内部絶縁物等
にキズをつけなしヽように注意し
てください。

拶
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ロアンテナの接続と切り替え

設置と接続 3

本機のアンテナコネクターは、ANT1/ANT2の 2系統あります。
初期時は、切り替えた状態をバンドことに記憶するように設定し
ていますが、セットモード( L)のアンテナコネクター項目で、運用
バンドやアンテナシステムに応じて、ANT1/ANT2コネクター
の運用形態を選択することができます。

● セットモード( L)のアンテナコネクター項目 ( CP67)の条件を変
えることで、次のようにアンテナの運用ができます。

( 1)セ ットモー ドで A`UT″ が選択されて
いるとき ( 初期時は A`UT″ )

21/28M   85/7M

( 2)セ ットモー ド
いるとき

O`N″ が選択されて

( 3)セ ットモー ド
いるとき

O`FF″ が選択されて

● ANTl とANT2コ ネクターが使用でき、2本のア
ンテナが、自動的に切 り替わ ります。

〈使用例〉
ANTl に3. 5/7MHz帯のアンテナ、ANT2に 21/28
N/1Hz帯のアンテナを接続 した場合の初期操作
①バンドキーで3. 5MHz帯にします。
OANTl ス イッチを押 します。( ANTl  LED点 灯 )

同様の操作で7MHz帯もセットします。
③バンドキーで21h/1Hz帯にします。
④ANT2スイッチを押 します。( ANT2 LEED点灯 )

同様の操作で28h/1Hz帯もセットします。
以後、各バンドを選択すると、ANT1/2が 自動的に
切 り替わ ります。

● ANTl とANT2コ ネクターが使用でき、2本のア
ンテナの切 り替えは、ANT1/2スイッチで行いま
す。

● ANTl ヨ ネクターだけが使用できます。
アンテナが 1本だけのときに、こ使用 ください。

● ANT1/2スイッチ操作は無効です。

3. 5/7M

3- 5ア ースにつしヽて 感電事故や、他の機器か らの妨害を防ぐため、市販のアース棒や
鋼板などを地中に埋め、本機後面のGN口 端子か ら、できるだけ太
い線で、最短距離になるように接続 してください。

● アース棒 ● ガス管・ 配電管 ( こ注意 )

ガス管、配電管などは
危険ですから、絶対に
アースとして使用 し
ないでください。
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3設置と接続

3- 6リ エアアンプの接続
□ i O口4KLを接 続 す る場 合        リエアアンプにアイコムの10- 4KLをご使用の場合は、下記のよ

うに接続 してください。
運用方法は、 i C- 4KLの取扱説明書をご覧ください。

口 i C- 4KL以外のリエアアンプを    i C- 4KL以外 ( 他社製品) の リエアアンプをご使用の場合は、下記
使用する場合            のように接続してください。

● i C- 4K阻

i C- 4KL付属同軸ケーブル

I G… 4KL付属ACCケ ーブル

リモートコントローラー

I C- 4KL付属
リモートコントロエルケーブル

100Vま たは
200Vヨ ンセント

注l . RELHAYジャックの接点容量は、AC120V O. 5
A( EI C24V/1A)以 下です。
リエアアンプのSEND(送 受信切り替え回路) 端
子が、上記の容量を越えるときは、外部リレーを
中継して接続するようにしてください。

注2. リ エアアンプのALC出 カレベルは、0～ - 4V位
の範囲が最適です。この範囲以外の リエアアンプ
については、ALC動 作は正常に行われないこと
もあり、異常発振を起こしたり、ひすみが発生 し、
定格パワーが出ない場合がありますのでご注意く
ださい。

● 他社製 リエアアンプとの接続
アンテナヘ

豊  リエアアンプ
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3- 7デ ータ通信機器の接続

■ ACCツ ケットについて

( 1) ACC( 1)ツケットの規格

( 2) ACC121ツケットの規格

設置と接続3

本機には、AFSKの テ レタイプ通信用外部機器や、AMTOR。
PACKET用 の外部機器が接続できます。
外部機器の接続は、後面パネルのACC( 1)ソ ケット、または前面パ
ネルのX/1i CROPHONEコ ネクターを使用 します。

8PIN

( 後面パネルから見た図)

( 1) ACC( 1)に接続する場合

L_____― →( D※

( 2) Mi CROPHONEコ ネクター

● 接続については、外部機器の取扱説明書を、よくお
読みください。

AMTCl 日 , PACKET
コントローラー

パー ノヽナル
コンピューター

④
⑤
◎
◎
〇

※ スケルチラインの接続は、外部機器の取扱説明書にしたがってください。

AFSK出 力

AF入力
PTT
CND
スケルチ入力

端子番号と名称 接 続 内 容 格規

① RTTY RTTYシ フ ト制御用入力端子
Hレベル : 24V以上
Lレベル : 0. 6V以下
流出電流 : 2岡A以下

② GNEl アース端子 ACCD121の PIN2と並列接続

⑥ SENEl
本機と外部機器を運動 して送信
状態にする入出力端子 ( 送信時グ
ランドレベル )

送 信 電 圧 : - 0. 5～ 十日=BV
流 出 電 流 : 20日 l A以下
ACO121の Pi N3と並列接続

④ MCID 変調回路への入力端子 インピーダンス : 10KΩ
入 力 感 度 : 1口OmV( RMS)

⑤ AF AFツマミに関係しない受信検波
の出力端子

インピーダンス : 4. 7kΩ
入 力 感 度 : 100～ 300mV

( RMS)

⑥ SCI L S
スケルチCI FF(日X(受信) 表示
LEEl 点灯) 、 CJ N(消 灯) 状態の出
力端子 ( ス ケルチOFF時 グラン
ドレベル )

スケルチOFF: 5mA流 入時、
口, 3V以下

スケ ル チ ON: 100μ A流出時、
6. OV以上

② 13. 8V PCIWERス イ ッチ に運動 した
13. 8Vの 出力端子

出 力 電 流 : l A以下
ACCDOの Pi N7と並列接続

③ ALC 外部からのALC入 力端子
インピーダンス : 10kΩ 以上
制 御 電 圧 : - 4V～口V
ACC12)の PIN5と並列接続

7PIN

端子番号と名称 接 続 内 容 規 格

① 日V 外部機器のバンド切り替え用基準
電圧出力端子

出 力 電 圧 : 8Vと口. 3V
出 力 電 流 : 10mA以 下

③ OND ACC( 1)の Pl N2と同じ ACC( 1)の PIN2と同じ
◎ SEND ACC( 1)の PIN3と同じ ACC( 1)の PIN3と同じ

④ BAND 外部機器のバンド切り替え用出力
電圧端子 出 力 電 圧 : 0～ 8. OV

⑤ ALC ACCD( 1)の PIN8と同じ ACC( 1)の PIN8と同じ

⑥ TRV トランスバーターの切り替え 入カインピーダンス : 10kΩ 以上
入  力  電  圧 : 2～ 13. 8V

② 13日V ACC( 1)の Pi N7と同じ ACC( 1)の PIN7と同じ
( 後画パネルから見た図)
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3 設置と接続

3- 8 REMOTE端 子について
本機は、パーソナルコンピューターを接続することにより、周波
数、モー ドの設定や、VFO/メモ リー状態の切 り替えなどを、コ
ント回―ルすることができます。
コントロールは、100h/1 0orl nmuni cat i on i nt erf ace V( CI
―V)によるシリアル方式で行つています。
オプションのC卜Vレベルコンバーター ( OT- 17)を使用すること
により、RS- 232Cタイプのシリアルポー トを持つパーソナルコン
ピューターが接続でき、外部コントロールを楽 しむことができま
す。

● 接続図

ケーブル

ミニプラグケーブル

i C- 775DX

※ パーソナルコンピューターで、アイコムの トランシーバーを制
御する方法は、CT- 17の取扱説明書およびCI―Vシステム解説
書 ( 有料)がありますので、弊社各営業所サービス係にお問い合
わせください。

※ パーソナルコンピューターで本機をコントロールできる機能 ( コ

マンド) については、次ページをこ覧ください。

( 1) C卜Vのデータ設定について    Ci ―Vシステムを利用して、本機を外部コントロールするとき、本
機のアドレス、ボーレート、トランシーブ O`N/OFF″ のデー
タが必要になります。
これらのデータは、セットモード( L)で、すべて設定することがで
きます。
くわしくは ( CP69)をご覧ください。
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設遷i と接続3

( 2) C卜Vの基本フォーマットについて

( 1)コ ントローラー ( パソコン) → トランシーバー ( i C- 775)
①         o   ③    ④    ⑤    ⑥

12)ト ランシーバー→コントローラー
①  O ③  ④  ⑤  ⑥

プリアンブル

FI EI FI E

受  信
アドレス
EI 0

送  信
アドレス
416

コマンド

×X
|

ブ
ド

ｘ

ンマ

サ

コ

ｘ

デ ー タ エ リ ア

x xl × xl x xl x x
EOM
FID

①プリアンブル    データの始めに挿入する同期用のコードで、18進の F`E″ を2回送出します。

目墨橿軍ドレ安 )    垢杭理¥驚見発と桑見
初期

炉
は 4`S″ ( 16進 ) ← し、コン

, 日
―ラーは E`O″ としたとき

④コマンド      コントロールできる機能を16進2桁でコマンドとしています。 ( 下表参照)

⑤サブコマンド    コマンド補足命令として、16進2桁を用います。 ( 下表参照)

⑥データエリア    周波数データなどをセットするエリアで、データにより可変長とします。
②EOM       メッセージの終わりを示すヨードで、16進の F`D″ とします。

( 3)コ マン ドー覧表

コマンド サ ブ 動   作

00 周波数データの転送 ( トランシーブ )

Cl ] モー ドデータの転送 ( ト ランシーブ )

02 バンドエッジ周波数の読み込み
03 表示周波数の読み込み

04 表示モー ドの読み込み
05 周波数データの設定

０６
側

00 モー ドLSBの設定
01 モー ドUSBの 設定
02 モニ ドAMの設定
03 モー ドCWの設定
04 モー ドRTTYの 設定
05 モー ドFMの設定

0フ VFO状 態にする

日 0 メイン/サブ入れ替え
Bl メインとサブを同じにする
00 デュアルワッチをOFFに する
01 デュアルワッチをONにする

( 注 1)モードの設定は、サブコマンドに次のコマンドを付  (注2) 1回のコマンドで指示できる文字数は、アスキーョ
加して、ヮィド、ナ田―のフィルターの選択ができ   ―ドで1～30文字の可変長です。
ます。                    送 出 で き る 文 字 は、A～ZO～ 9、 / ?J _( ) と

0`1″ ワイド、 0`2″ ナロー              ( sPACE) "・ 語間ウエイトです。

②

②

コマンドサ ブ 動   作

08 メモリーモTド にする
XX M―CHのセット ※ Pl i _0100 P2: 0101

09 メモ リーヘの書き込み

OA メモ リーからVFOへ 転送
OB メモリークリア
OE 00 スキヤンストップ

01 スキャンスター ト
OF 00 スプリットをOFFにする

01 スプリットをONにする
10 00 TSをOFFに する ( 10Hzステップ)

X× TSをONに し、01～ 10kHzステップの指定
12 00 アンテナコネクター1の選択

01 アンテナコネクター2の選択
1フ CWメ ッセージの送出 (注2)

プリアンブル

F EI FI E

受  信
アドレス
416

送  信
アドレス

E1 0
コマンド

× l x

サ  ブ
コマンド
xl x

デ ー タ エ リ ア

xl xl x× l xl xl xl x
EOM
F ID
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■
一基本操作について

4- 1受 信の基本操作
1日 電源を入れる前に

ン

本機をご購入後、初めて電源を入れるときは、必す次のことをチ

ェック してください。

( 1) AC(交 流 ) 100Vの電源が正 しく接続されていますか ?
121ア ンテナは正 しく接続されていますか?
( 3)ア ースは正 しく接続されていますか ?
141外部機器 は正 しく接続されていますか ?
( 51後面パネルの接続は正 しくされていますか ?

上記を確認 したのち、前面パネルのスイ ツチ・ツマミを、下記のよ

うにセ ットしてください。

い③
中等」牟錦申岬∞諦申牟

四〇
舶〇
億

スイツチ・ツマミ セ ットの位置 スイツチ・ツマミ セ ットの位置

①POWERス イッチ OFF
( 手前に出ている位置 )

◎ VOX～MONITO日
の各スイッチ

OFF
( 手前 に出ている位置 )

②PREAR/1P/ATT
スイッチ

OFF ⑩TSスイッチ OFF(ディスプレイに ▼` ″

表示 しない)

③TRANSA/11T
スイッチ

受信
(手前に出ている位置 )

①LOCKス イツチ OFF(デイスプレイに
L`00K″ 表示しない)

④TUNERス イッチ OFF( LED消 灯 ) ①FI LTERSの
各スイッチ

OFF( LED消 灯 )

⑤ KEY SPEE□ ～

DRi Vに の各ツマミ
左に回 し切る

⑬TWi N PBTツマミ センター

⑥FULL～00MPの
各スイッチ

OFF( LED消 灯 ) ⑭APF～ NOTCH
の各スイッチ

OFF( LED消 灯 )

②AF～ F) W日の
各ツマミ

左に回 し切る ⑮APF/NOTCH
ツマミ

センター

◎ MONI～ VOX
CAINの 各ツマミ

左 に回 し切 る ①RI T/△ TXスイッチ OFF(ディスプレイに` RI T
/△ TX″ 表示しない)

※ LED消灯およびディスプレイに表示しなしヽの項目は、電源を入れたときの状態です。
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2日 電源を入れる

3口 AF(音量 ) の調整

4B RF(受信感度 ) の調整

5日 SQL(スケルチ) の調整

6日 VFOと メモ リーの切 り替え

● 右表の初期設定値は、バン

ドスタッキングレジスター
( 1)～( 3)の初期周波数とモー
ドです。

● バンドスタッキングレジス
ターについては次ページを
ご覧ください。

基本操作について4

POWERス イッチを押 し、電源を入れます。
電源投入時は、電源を切る前の状態が記憶されていますので、そ
の内容をディスプレイに表示します。

AFツマミで音量を調整 します。
ツマミを時計方向に回すと、受信首が大きくなり、逆に回すと小
さくなります。聞きやすい音量にセットしてください。

日Fツマミで受信感度 ( 高周波ゲイン) を調整 します。
通常は右に回し切 り、最大感度にして使用 します。

SQLツ マミでスケルチ レベルを調整 します。
スケルチレベルの調整は、日X LEDが 消灯 し、雑音が消える位
置で、弱い信号でもスケルチが開く位置にセットします。
すべてのモー ドで動作 しますが、おもにFh/1モー ド運用時またはス
キヤン運用時に使用すると便利です。
SQLツ マミを時計方向に回しすぎると、スケルチレベルが深くな
り、弱い信号ではスケルチが開かないことがありますので、こ注
意ください。

VFO/MEh/10ス イッチを押すことに、VFOと メモリー状態が
切 り替わ ります。
VFO時 は、ディスプレイに V`FO〃 表示が点灯 し、メモ リー状
態のときは M`EMO″ が点灯 します。
なお、VFO/MEMロ スイッチは、サブ側にも設けています。

バンドの設定は、バンドキー ( テ ンキー)で行います。
バンドキーは匠コ～回 のバンドキーで構成され、希望のキーを押
すことにより、アマチュアバンドの切 り替えができます。
アマチュアバンドの初期設定周波数は、下記の表のとおりです。

O OOOOOO ０
０
０
〇
〇

〇 〇〇 〇〇〇〇

。Popop□ 9
０
口
０
〇
〇

O OOOOOO

。popog□ 9
０
０
〇
〇
〇

バンドキー レジスター( 1) レジスター0 レジスター13)

□ 1. 3( MHz帯 ) 1. 900. 00 CW 1. 915. 00 CW 1. 910. 00 CW
□ 3. 5 3. 550. 00 LSB 3. 580. 00 LSB 3. 580, 00 LSB
回 7 7. 050. 00 LSB 7. 020. 00 CW 7. 080, 00 LS日
回 10 10. 120. 00 CDW 10. 140. 000W 10. 130. 000W
回 14 14. 100, 00 USB 14. 050. 000W 14. 200. 00 USB
回 18 18. 100. 00 USB 18. 150. 00 USB 18. 130. 00 USB
日 21 21, 200. 00 USB 21. 050. 000W 21. 308. 00 UGB
匡コ 24 24. 950. 00 USB 24. 900"00 CW 24. 988. 00 UGB
医コ 28 28. 500. 00 UBB 28. 100. 00 CW 28. 800. 00 UBB
匠コ 2B 29. 400. 00 USB 29. 800. 00 FM 29. 500. 00 FM
□ OENE 15. 000. 00 UGB 15. 200. 00 US日 15. 100. 00 UBB
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4基本操作について

■ バンドスタッキングレジスターの
使いかた

Eサブ側のバンド設定

8ロ モー ド( 電波型式 ) の設定

本機 は、運用中の周波数、モー ドを記憶するバン ドスタッキング

レジスターを、各バ ン ドことに3組すつ設けています。同一バン ド

の異なる周波数、モー ドを3組まで記憶 しますので、3つのVFOを
使うのと同 じことにな ります。

《使用例》21h/1Hz帯の場合

①バンドキーの回 キーを押し、周波数、モードをセットします。
この内容が、バンドスタッキングレジスターの1つに記憶されま
す。

②同様に回 キーを押したのち、違う周波数、モードをセットする
と、別のバンドスタッキングレジスターに記憶されます。

③さらに同様の操作で3組のバンドスタッキングレジスターに、周
波数、モードが訂3憶され、この操作を繰り返すことに、新しい
周波数、モードが書き込まれます。

④他のバンドに移り、再び回 キーを押すと、21MHz帯で最後に
操作した周波数、モードが表示されます。

⑤以後、回 キーを押すことに、3組のバンドスタッキングレジスタ
ーが切り替わり表示されます。

スプリット運用時は、サブ倶」もバンド切り替え操作ができます。
XFCスイッチを押しながら、バンドキーを押します。
※デュアルワッチ運用時は、この操作はできません。

本機で運用できるモードは、SSB( LSB/USB)、 CW/REV、
AM、 FMモードの他にDATAモ ードがあります。
● SSBモ ードについて
本機は、9MHz以) 上でUSB、 9MHz以下ではLSBを自動的に
設定しています。
USB/LSBは 、SSBス イッチを押すことに反転します。

● CW/REVモ ードについて
CWスイッチを押すことに、CWモードとCDW― R(リ バース) モ
ードが反転します。
CWスイッチを約1秒押すと、ディスプレイの表示は点滅となり、
メモリーキーヤーモードになります。

● DATAモ ードについて
SSB、 日TTYIお よびFhl l モ ードは、□ ATAモードを設定す
ることができます。
各モードスイッチを約1秒押すことで、DATAモ ードになりま
す。

● FM― T(トーン) =E― ドについて
スプリット運用時、FMモードにすると、Fh/1- Tモードになり
ます。

O OOOOOO

Op。 9。g口9
０
口
０
０
０

バンドキー

O OOOOO

OP。 9。9口9

モードスイッチ
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g口 周波数の設定

ロテンキーによる周波数の設定

■ AUTO TSに ついて

基本操作に二ついて 4

周波数の設定は、テンキーによるダイレク ト設定と、メインダイ
ヤルでの設定ができまする
状況に応 じたチューエング操作を行うため、各種のTS(チューニ
ングステップ)機能を設けています。

テンキーを使用することにより、ダイレク トに周波数を設定する
ことができます。
① F- l NPス イッチMAINを押すと、メイン側の周波数表示が消え、

テンキー入力待ちの状態になります。
( F- l NP SUBを 押すと、サブ側の設定 )

③テンキーで、設定周波数を入力します。
③テンキー入力後、必す ENTキーを押 してください。
・ 100KHz桁以下が 0`〃 のときは、 ENTキーを押すと o`o″ に

なります。
・範囲外の数値を入力したとき、ENTキーで元の周波数に戻 りま

す 。

以下、次の例 にしたが って操作 してください。

ロメインダイヤルとチューニング
ステップについて

※ 周波数が l Hz桁を表示 しているフアインチューエング時でも、
テンキーか ら l Hz桁の設定はできません。

メインダイヤルのチューエングステップは、初期時 101→ zステップ
に設定 していますが、次のようにテンキー操作で10/20/50Hzステ
ップを選択することができます。

※ 上記以外の数値を入力すると、無効音 ( プッ)が鳴り、元のチュ
ーエングステップに戻 ります。

メインダイヤルを高速回転させると、下記の表のようにAUTO TS
機能が働き、チューエングステップが自動的に切 り替わ ります。

O OOOOOO

OPopop口9
０
０
０
ロ
ロ

テンキー

● 操作例       ・ 7. 00000R/1Hzの 設定
テンキーの     ・ 0. B1000MHzの設定
周波数設定     。14. 02500MHzの 設定

・ 18. 07250MHzの 設定
。21. 24500N/1Hzの 設定
。21. 24500h/1Hzを
21. 28000N/1Hzに 設定

F・ l NP フ 匡Nコ と押す。
F・ INP O匡 コ 匡ヨ 匡□ 国 と押す。
F・ l NP 1 4匡 ヨ 区ヨ 匡ヨ 区∃ 匡亜コ と押す。
F・ l NP ] E亘 □  ・ E亘□ 匠乏□ 匡重□ 匡亘□ 匠玉匠]と す甲す。
F・ INP 2 1 匡ヨ 匠∃ 匡□ 匡∃ 匠匝コと押す。

F・ l NP ・ 匡ヨ 匡ヨ 匠匝コと押す。

● 操 作 例

メインダイヤルのTS設定
・10Hzステップの選択
・20Hzステップの選択
・50Hzステップの選択

: F・ l NP O匝 ヨ 匡□ 圧国 と押す。
: F・ INP 口 匡ヨ 匡ヨ 匠国と押す。
i F。 INP O  ・ 区王] [玉∃と押す。

周波数ステ ップ 通常回転 高速回転
10Hzス テップ 5KHz/1回転 25kHZ/1回 転
20Hzステップ 10KHz/1回転 25KHZ/1回 転
50Hzステップ 25kHz/1回 転 25KHZ/1回転
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4基本操作について

回TSスイッチ O`N″ 時のステップ  TSス イツチ O`N〃 にすると、周波数表示のl kHz桁の上に ▼` 〃

設定について マークが点灯 し、 l kHzステ ップにな ります。 ( 初期時 )

この l KHzステツプを、次のようなテンキー操作により、1～ 10KHz
の範囲で、l KHzことの任意のステツプに設定することができます。

■ フアインチューエング        TSス イツチを約2秒ほど押すことにより、周波数表示のl Hz補が

( l Hzステップ) について       表示され、メインダイヤルでl Hz桁までの設定ができます。
※テンキーのダイレクト入力はできません。
● サブ側 には , Hz桁を表示 しませんが、 l Hzで動作 します。

□ UP/DtDWNスイッチの       △ UP/▽ □ OWNスイッチは、初期時l MHzステップになつてい
ステップ設定について        ます。

この l MHzステップを、次のようなテンキー操作により、l KHz～ 1

MHzまでの範囲で、任意のステツプが設定できます。

● 操作例       ・ l kHzステップの設定 : F・ INP l  匝□ または印 を押す。
UP/□ OWNスイッチ 。25KHzス テツプの設定 : F' I NP 2 5匝 □ または匝亘Ⅲ画を押す。
のステップ設定    ・200kHzステツプの設定 : F・ l NP 2 0匠 ヨ匝画 または匠亘亜画を押す。

・ l R/1Hzス テップの設定 : F・ INP 1 0匡 コ匡ヨ 匝国 または匠亘Ⅲ画を押す。

回サ ブ側のチ ューエ ングステ ップ    メインダイヤルに関係するチューニングステップは、すべてサブ

につ しヽて                ダイヤルに共通します。
メイン側でセットしたチューニングステップで、サブ側も動作し

Mt tN一 F・NP一 SUB             ます。また、サブ側に周波数が表示されているときは、TSの設定
t~31曇

晶予匙卜を先に押すと       を」予岳母         ]暑 : と
でメイン側とP様の操作

サブ側で設定できる

UP/DOWNス イツチのチューエングステップも、メイン/サブ
共通となつています。
スプリット運用モー ド時、XFCス イ ッチを押 しなが ら、UP/
DOWNス イツチを押すと、サブイ貝」の周波数が設定されたチュ十二

ングステップで動作 します。

● 操作例
TSスイッチ O`N〃時の
ステップの設定

l kHzステツプの設定 : F・ l NP l  圧園 を押す。
2kHzステップの設定 : F・ l NP 2匝 園を押す。
9KHzステップの設定 : F・ INP 9匝 図 を押す。
10KHzステツプの設定 : F・ INP ]区 ヨ 圧国 を押す。
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10日 ACCの 操作について

基本操作について 4

ACC回 路の時定数を、連続的に可変することができます。
AC3Cツマミは、ACC OFFス イッチが O`FF″ ( LED消灯 )

のとき有効で、FM以外のモー ドで動作 します。
ツマミを右に回すと、時定数が長く( SLOW)な り、左に回すと短
く( FAST)な ります。
受信信号の信号強度が、フェージングなどで変化 して: も、受信信
号を一定 レベルに保ちます。
ACCは 、一般的に次のように使用 します。

交信中に相手局の周波数がズレた場合や、少 し離れた周波数で呼
ばれたときに、送信周波数を変えないで受信周波数を, 微調整する
ことができます。
日I Tの可変幅は± 9. 99kHz以内で、10Hzス テップで調整ができ
ます。なお、フアインチューエング ( TS: l Hzステップ時)時は、
l Hzステップで動作 ( l Hz桁の表示はな し) し ます。

①RI Tスイッチを押すと、ディスプレイに RI T表示と、可変周波
数 ( 3桁 ) 表示が点灯します。

②RI T/△ TXツマミでRI T周波数を調整し、相手局の送信周波数
に合わせます。
ツマミを回すと、可変幅が3桁で表示されます。

③日I T可変幅をゼ回クリアする場合は、CLEARス イッチを約 1

秒 ( ピ ッピピが鳴る) 才甲します。
RI T機能を O`FF″ にするときは、再度RI Tスイッチを押し
ます。( ゼ ロクリアしていなしヽときは、RI T可変幅を記憶してい
ます。)

※微調整した可変幅を、運用周波数に加算または減算したいとき
は、RI Tスイッチを約1秒 ( ピ ッピピが鳴る) 押 します。

△ TXス イ ッチを C`I N″ にすると、日 l Tと 同様の操作で送信周
波数の微調整ができます。また、日 I Tと △ TXと も O`N″ のと
きは、送受信周波数を同時に微調整できます。

11. 日 l Tの使いかた

FAST

OFF 弱い信号を受信する場合に使用 し、Gメーターは振
れない。

FAST
( 左 に回す )

CW信号を受信する場合や、メインダイヤルで選局
する場合に使用 し、Sメーターは速く振れるように
なる。

SLOW
( 右 に回す )

SSBや AM信号を受信する場合に使用 し、3メー
ターはゆつくり振れるようになる。

弱い信号を受信しているとき、強い信号を瞬間的に
入力すると、ACCに よる感度低下を起こし、しば
らくの間、55い信号が聞こえなくなる場合がありま
す。
このようなときは、ACC OFFス イッチで、ACC
回路を一度 O`FF″ にすると解消できます。

O OOOOOO

090pO曾回留
０
〇
〇
〇
〇

操作部
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■
一モード別運用方法

5- l  SSBモ ニドの運用

□ SSBの受信

■ ク リアな受信を行うために

■ ! Fフ ィルターの選択について

アマチユア無線の場合、通常7h/1Hz以下はLSB、 10MHz以上は
USBモ ー ドが使用されています。
本機では、USB/LSBを 自動的に切 り替えています。
なお、SSBス イッチを押すことに、USB/LSBの 切 り替えがで
きます。

①POWERス イッチを O`N″ にします。

②バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

③SSBス イッチを押し、SSB( USBま たはLSB)モードにし、
周波数をセットします。

④AF(音量) ツマミを回して、聞きやすい音量に調整します。

⑤メインダイヤルを回して、目的の信号が明瞭に聞こえるように
微調整します。
このとき、信号の強さに応じてSメーターが振れます。

④受信信号が55い ときや、強すぎるときは、PREAMP/ATT切
り替えスイッチで、プリアンプまたはアッテネーター回路を動
作させます。 ( CP62)

◎ 受信中にノイズが発生するときは、NR(ノ イズリダクション)

LEVELの 調整 ( CP53)およびノイズブランカー ( CP53)で、
ノイズを減衰させます。

◎ 受信中に混信のあるときは、ツインPBT/ I Fシフト( CP60)、
NOTCH/オ ートNOTCH( CP61)な どで混信を除去すること
ができます。

FI LTERSスイッチの切り替え ( CP58)により、ワイド/ノ ーマ
ル/ナ ローの選択ができます。

O OOOOOO

oPopop口 9

ダイヤル

FI LTERSス イッチ

Wi DE ONの とき Wi DE OFFの とき
9M―NAR 455- NAR 9M―NAR 455- NAR

ON OFF ON OFF ON OFF ON OFF
選択されるフィルター 2. 4kHz 2. 6kHz 8kHz 2. 4kHz 2. 6kHz

※熙ンは、オプションフィルター装着時有効となります。
オプションフィルター FL- 223: 1. 8kHz( 3MHz帯 )

FL- 222: 1. 8kHz( 455kHz帯 )

をご利用 ください。
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□ SS日の送信

■ SSBの PEPについて

ロスピーチコンプレッサ干について

■ VOX運 用 につ いて

モード層J 運用方法 5

送信する前に、運用周波数を他局が使用してぃないかをよく確か
め、他局の通信に妨害を与えないようにこ注意くださしヽ。|

①POWERス イッチを O`N″ にします。

②バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

③SSBス イッチを押し、SSB( UsBま たはLSB)モードにし、
周波数をセットします。

④Tt t ANSh/11Tス イッチを押すか、マイクのPTTスイッチを押
し、送信状態にします。
このとき、MAl Nt t TX/RX LEDが 赤色に点灯 します。

⑤PWRツ マミを回して、送信出力を設定します。

⑥METERスイッチをALCの位置にセットし、マイクロホンに
向って、普通に話す大きさの声で話します。
このとき、音声のピークでALCメ ーターの振れが A`LOゾ ー
ン″ を越えないように、Mi C(マイクゲイン) ツマミを調整 しま
す。
マイクゲインを上げすぎると過変調となり、音声がひすみ、明
瞭度が悪 くなります。                 |

SSB波 の出力1ま、PEP( PeaK Envel ope Power)で 表示
されます。
図のように、波形の最大点がPEPと なります。
したがつて、音声信号のように、実効値と尖頭値の比が大きい信
号では、その平均電力しか表示 しません。
通常、CWモー ドで規定の出力が得られていれば、St 3Bモー ドで
も同じ出力が得られてしヽることになります。

送信時の平均トークパワーを上げる、スピユチコンプレッサー由
路が内蔵されています。
運用の しかたについては ( げ P62)を ご覧 ください。

マイク回ホンからの音声で、自動的に送受信が切 り替わるVOX運
用ができます。
運用の しかたについては ( CP75)をご覧 くださしヽ。

自局の送信音質がチェックできるモニター回路が内蔵されていま
す。

操作については ( CP75)を 澄覧 ください。

■ 音質モニターについて

39



5 モード別達用方法

5H2CWモ ードの運用

■ CW PI TCH(ビッチ) について

■ REV(リメミース)モー ドについて

CWモードには、CW/REV(リ バース) モードと、メモリーキー
ヤーモードがあります。
CWスイッチを押すことに、CW/REVが 反転し、約1秒 ( ピ ツピ
ピが鳴る) 押すと、メモリーキーヤーモードになります。

①POWERス イッチを O`N″ にします。

○ バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

③CWスイツチを押し、CWモードにし、周波数をセットします。

④AFツマミを回して、聞きやすい音量に調整します。

⑤セットした周波数での受信ができます。
受信信号とCWサイドトーンの周波数が一致するように、メイ
ンダイヤルで微調整します。
これで相手局に ゼ`ロイン″ することができます。

CWの受信トーン、およびサイドトーンモニターのビッチ周波数
は、出荷時600Hzに設定しています。
ビッチ周波数は、セットモード( S)により、300～900Hzの範囲を
20Hzことに可変することができます。 ( CP85)

( SQLツマミをOW Pi TCHツ マミに機能変更する)

CWをメインに運用し、CW Pi TCH操作がいつも必要とされる

場合、セットモード( S)により、3QLツマミをCW PI TCHツ
マミに機能変更させることができます。 ( CP66)
※機能変更後、スケルチは無効となります。

CWモード時、CWスイッチを押すと、REV(リバース) モードに
なります。CWスイッチを押すごとにCW/REVが 反転します。
◎ CWリバースモードにすると、CW受信時のBFOポ イントを
LSBからUSBに反転しますので、混信等の影響から逃れるこ
とができます。

( ノ ーマル )

「
~~~~~~~~~― ――- 1

バンドキー

OOOOOOO

( リ バース )

混信 BFO信 号
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■ l Fフ ィルターの選択について

モード別運用方法 5

Fi LTERSス イッチの切 り替え ( CP58)により、次のように選択
ができます。

Fl LTERSス イッチ

Wi DE ONの とき Wi DE OFFの とき
9M―NAR 455- NAR 9M―NAR 455- NAR

ON OFF ON OFF ON OFF ON OFF
選択されるフィルター 500Hz 2. 4KHz 500Hz 2. 8kHz 500Hz 500Hz

■ APF(オーディオピークフィルター )

の操作

( 1) APF
APFツマミ

( 2)オートAPF

( 3)オートAPFキAPF
APFツマミ

Eク リアな受信を行うために

※熙ヽは、オプションフィルター装着時有効となります。
オプションフィルター FL- 101 : 250Hz( 9MHz帯 )

FL- 53A: 250Hz( 455kHz帯 )

をご利用ください。

OW受信時、APFお よびオー トAPFを 使用できます。
※ CW以外のモー ドでは動作 しません。

● APFス イッチを O`N″ にすると、狭帯域のオーディオフィル
ターが O`N〃 にな り、APFツ マミで通過帯域が可変できます。
APFツ マミは、ピーク周波数を約200～1000Hzで可変すること
ができます。

● AUTOス イッチを O`N″ にすると、CWビ ッチに運動 した超
狭帯域 ( 約80Hz)の オーディオピークフィルターが動作します。
このフイルターは、OWピ ッチと運動 しますので、 ゼ`ロイン″

した局のみを受信することができます。

● オー トAPFが O`N″ のときに、APFス イッチを O`N″ に
し、APFツ マミを回すことにより、帯域外の減衰にさらに効果
があります。

よリクリアな受信を行うために、SSB運用時と同様に、上記以外
の機能もこ使用ください。
④受信信号が弱いときや、強すぎるときは、PREAt t P/ATT切

り替えスイッチで、プリアンプまたはアッテネーター回路を動
作させます。 ( CP82)

◎ 受信中にノイズが発生するときは、NR(ノ イズリダクション)

LEVELの 調整 ( CP59)およびノイズブランカー ( gP59)で、
ノイズを滅表させます。

③受信中に混信のあるときは、ツインPBT/1Fシフト( ピ P60)、
NOTCH/オ ートNOTCH(ぽ P81)などで混信を除去すること
ができます。

ＯＴＣＨ□い□
潮

いき
融

き
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5 モード別運用方法

□ CWの送信

図1電鍵・外部エ レク トロニックキーヤー
の接続

○

図2マニュピレーターの接続

■ CWサイドトーンのモニターのしかた

■ ブレークインの運用について

電鍵 ( キー) ま たは外部エレクトロエックキーヤーは、後面パネル
のKEYジャックに、付属のプラグを使用して ( 図 1)接続してくだ
さい。
半導体によるスイッチング方式の場合は、電鍵を押したときに、
0. 4V以下になることを確認してください。

端子に極性のあるマニュピレーターなどは、付属のプラグを図2の
ように接続し、前面パネルのELEC― KEYジャックに接続してく
ださい。

①POWERス イッチを C`I N″ にします。

②バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

③CWスイッチでCWモードにし、周波数をセットします。

④TRANSh/11Tス イッチを押し、送信状態にします。

⑤PWRツ マミを回して、送信出力を設定します。

⑥ALCメーターのALCゾーンを越えないように、EI RI VEツマ
ミでキヤリアレベルをを調整します。

②電鍵またはマニュピレータとをキーイングすると、CW波が発
射されます。
キーイングにしたがって、Poメーターが振れます。

キーイングにしたがって、cwサィドトーシが聞こえます。
● h/10NI TORス イッチを O`N〃 ( す甲し込んだ位置) にすると、
オンエアでのモニターができます。
受信状態のままでキーイングすると、MONITERス イッチに関
係なくモニターすることができますので、電鍵の練習ができま
す。

● モニターの音量は、R/10N10AINツマミで調整します。

● モニター音のトーンピッチは、40ページのCW PI TCHについ
ての頂をご覧ください。

キーイングにしたがって、自動的に送受信を切り替えるブレーク
イン運用ができます。
ブレークインには、セミブレークインとフルブレークインの2種類
があります。
操作のしかたは ( 摩 P74)を ご覧ください。

TRANSMI T
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回エレクトロエックキーヤーについて

ロメモリーキーヤーの操作方法

( 1)書き込み 億己憶 ) の しかた

OCWモードにしたのち
約1秒押す

モード別運用方法 5

前面パネルのELEC― KEYジ ャックに、マニュピレータ干を接続
することにより、内蔵のエレク トロニックキーヤーを使用するこ
とができます。
● キーイングスピー ドは、KEY SPEEDツ マミで調整 します。

本機のエ レク トロニックキーヤーには、メモリーキーヤー ( 次項□
参照)機能や、マニュピレーター極性反転、ウェイ トレシオの可変、
マイクアップ/ダウンによリマニユピレーターの代用などの設定が、
セットモー ド( 3)で行えます。 ( CP65)

OWの定型文を記憶するメモリーが30Hあ り、記憶 したものを、
1タ ッチで送出することができます。
l CHの容量は、約40文字となっています。

①ELEC― KEYジ ャックに、マニユピレーターを接 i 備 します。

OCWス イッチを押 し、CWモー ドにします。
CWモー ドにしたのち、CWスイッチを約 1秒 ( ピ ッt fピが鳴る )

押すと、メモ リーキーヤーモー ドになります。

③記憶させるチャンネル ( 1～30H)は、テンキーの匝コ～ Eコ に対応
していますので、□ ～回 のいすれかを約1秒 ( ビ ッ tど ピが鳴る )

押すと、メモ リー書き込み状態になります。
《例. テンキーの回 を約 1秒押 したとき》

④マニユピレーターで、定型文のキーイングを行います。
L`AST O″ になるまで入力できます。
これでメモリーのCHl に書き込みができます。
※ このときのキースピードも記憶されています。

⑤書き込みが終れば、テンキーの回 ～回 のいすれかを押すと、
元の周波数表示に戻ります。
他の2CHにも書き込むときは、◎ ④の操作を行います。

◎ BK― l N(ブレークイン) をOFFに して ( 受信状態 ) 、 上記操作を
行いますと、サイドトーンで確認ができます。

①マニュピレーター
を接続する

テンキーの回 ～回
約1秒押す

CW―

|イ, 『5ユ軍『  r。  た日

「 田ゴf   , "
テンキーの回 を押したとき
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5 モード層」運用方法

( 2〕 送出 ( 再生 ) の しかた          書き込んだ内容を送出 ( 再生) するときも、メモリーキーヤーモー
ドで行います。

①メモリーキーヤーモードにします。 ( CP43)

④テンキーの回 ～匝X記憶したCHに対応して) を押すことにより、
記憶内容の送出ができます。
このとき、KEY SPEEDツ マミで、送出スピードを変えるこ
とができます。

なお、メモ リーの送出時、テンキーを使用 しますが、次のような

送出の しかたができます。

CHl の
操作系

CH2の
操作系

CH3の
操作系

送 出 時 の 機 能

機能 1 1 2 3
OHl ～ 3の内容を送出します。
送出スピー ドは、KEY SPEEDツ マミで可変できます。

機能2 4 5 6
CHl ～3の内容を、入力時のキースピー ドのとおり送出します。
※送出スピー ドを変えることもできます。 ( 注1参照 )

機能3 7 8 9
CHl ～3の内容を一定時間の間隔 ( 注2参照)で繰り返し送出します。
送出スピー ドは、KEY SPEEDツ マミで可変できます。

《操作例》         。
● テンキーの回 を押すと、CH2に メモ リされた内容を、入力時の
スピー ドで送出します。

● テンキーの回 を押すと、CH3に メモリされた内容を、一定間隔
で繰 り返 し送出します。

( 注 1)

機能2において、送出時のスピードを変更したいときは、送出時KEY
SPEEDツ マミをセットしたのち、テンキーの回 ～匝Xそれぞ
れのメモリーしたOHに対応 ) を、約 1秒 ( ピッピピが鳴る) 才甲します。
このとき、ツマミの位置を検出し、以後そのCHの送出スピー ドと
なります。 ( 1～3CHの別々に設定できる )

( 注2)

機能3に おいて、繰 り返 し送出のインターバル ( 間 F属 ) の設定ができ
ます。
テンキーの□ ～国XCDHに対応 ) を約 1秒 ( ピッピピが鳴る) 才甲すと、
下記表示になります。

r―

rf  SFご    たH「 F PF甲と
I

メインダイヤルで時間を設定( 各CHごとに)

◎ 送出を途中で止めるときや、各種入力・設定状態を元の周波数表
示に戻すときは、回 ～回 のいすれかのテンキーを押します。

( 3)送信するときは            メモリーの内容を、送信するときは、セミ/フ ルブレークインの設
《メモリーキーヤーモードの送信》   定またはTRANSh/1i Tス イッチを押し、テンキーの回 ～回 を押

します。
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5- 3 RTTYモードの運用
□ RTTY機器の接続

モード別運用方法 5

RTTY運 用に必要なテレタイプやデモジュレーターなどは、図の
ように接続してください。
なお、デモジュレーターはオーディオ入力で動作し、2125/2295Hz
( 170Hzシ フト) のフイルターを内蔵しているものであれば使用で
きます。

( 1) Aイ ス ピー ドリ レー 使 用 時 ( RTTYモ ー ド )

ACC( ] ) SOCKET
後面パネルから見た図 TTY

MACHi NE60mA o「 20mA L00P

( 2)レベル コンノミーター使用時 ( RTTYモ ー ド)

ACC( 1) SOCKET
後面パネルから見た図

②GND
80mA or20mA L00P TTY

MACHINE

LEVEL 00NVERTER

( 3) AFSKジェネレーター使用時 ( RTTY口 ATAモード)

AF3K Keyi ng si t t nal ACC( 1) 300KET pi n4 一一RTTY Te「mi nal  Uni t

ACC( 1) SOCKET
oi n3 SEND

ACC(い 300KET pi n5

AFSK recei ve si gnal

45



5モード肩」運用方法

□ RTTYの受信

メインダイヤル

■ l Fフ ィルターの選択について

■ クリアな受信を行うために

①前ページのように、RTTY機 器を接続します。

②POWERス イッチを O`N″ にします。

③バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

④RTTYス イッチでRTTYモ ードにし、周波数をセットします。

⑤AFツマミを回し、聞きやすい音量に調整します。

⑥セットした周波数での受信が可能となりますので、メインダイ
ヤルを回して微調整します。
日TTY信号を受信すると、RTTY特 有の音が聞こえ、信号の
強さに応じてSメーターが振れます。

※本機の周波数表示は、マーク時の送信周波数です。

FI LTERSスイッチの切り替え ( CP58)により、次のように選択
ができます。 ( CWと同じフィルターです)

※ 熙ンは、オプションフィルター装着時有効となります。
オプションフィルターは、Cwと同じです。 ( CP41)

■ RTTYナ ロー 時 の ご注 意
RTTYナ ローは、CWナ ローと同様にオプションフィルター
の250Hzが選択されます。 ( cP48)
55い信号の受信では文字バケや受信不可となる場合がありま
すのでご注意ください。

④受信信号が弱しヽときや、強すぎるときは、PREAMP/ATT切
り替えスイッチで、プリアンプまたはアッテネーター回路を動
作させます。 ( CP62)

○ 受信中にノイズが発生するときは、NR(ノ イズリダクション)

LEVELの 調整 ( CP59)およびノイズブランカー ( CP59)で、
ノイズを減衰させます。

◎ 受信中に混信のあるときは、ツインPBT/ I Fシフト( げ P60)、
NOTCH/オ ートNOTcH( CP61)な どで混信を除去すること
ができます。

ノミンドキー

OOOOOOO

oPopop□ 曾

FI LTERSス イッチ
Wi DE ONの とき Wi DE CI FFのとき

9M―NA日 455- NAR 9M―NAR 455- NAR
ON OFF ON OFF ON OFF ON OFF

選択されるフィルター 500Hz 2. 4kHz 500Hz 2. 6KHz 500Hz 500Hz
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回RTTYの送信

ALCゾーン

■ キーイング極1生の切り替え

■ シフ ト幅、 トーン周波数の設定

■ RTTY DATA(デ ータ)

モー ドについて

AFSKの 運用
RTTY□ ATAモードにすることに
より、AFSKの 運用ができます。
機器の接続は45ページl al を ご覧くだ
さい。
操作は、RTTYモ ー ドの送受信操作
と同様です。

モードRl 膿1用方法 5

①POWEロスイッチを o`N〃 にします。

○ バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

③RTTYスイッチでRTTYモードにし、周波数をセットします。

④PWRツマミを回し、送信出力を設定します。

⑤TRハNSA/11Tス イッチを押し、送信状態にします。
キヤリアが発射され、ALCメ ーターが振れます。

⑥ALCメ ーターのALCゾ ーンを越えないように、EI Ri VEツマ
ミでキャリアレベルを調整 します。

②RTTY機 器のキーボー ドを操作することにより、Fl TTY波が
発射されます。

セツトモー ド( 3)により、RTTYキ ーイングの極1生を切り替える
ことができます。
ノーマル時、キーショー トでスペースに設定 してしヽますが、キー
オープンでスペースとすることができます。 ( げ P35)

セツトモー ド( L)により、送信時のシフト幅とトーン周波数が設定
できます。
シフト幅は、初期時170Hzとなつていますが、200/425Hzに 変更
できます。 ( CP88)
トーン周波数は、初期時2125Hzとなつていますが、1815Hzに 変
更できます。 ( CP68)

RTTYモ ー ド時、RTTYス イッチを約 1秒 ( ピ ッピーが鳴る) す甲す
と、RTTYで のDATAモ ー ドになります。
このモー ドは、AFSKに よるデータ通信に有効です。
本機後面パネルのACDCコ ネクターにデータを入力し、通信を行い
ます。

● RTTY□ ATAモ ー ドでの受信 トーン、およびトーンに対応 し
たI Fフ ィルターのシフトなどは、セットモー ド( L)で設定する
ことができます。 ( cP68)

● 初期時、トーン周波数は2125Hzに設定されていますが、これを
1070、 1275、 1600、 2025Hzに変更できます。
選択 した トーン周波数が、ゼロインしたときの復調周波数とな
ります。
たとえば、14. 100h/1Hzで 相手局が2025Hzの変調信号で送信 し
たとき、自局を14. 100MHzにすると、2025Hzの信号が、スピ
ーカーから聞こえてきます。

O OOOOO

。
gopop□
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5 モード別運用方法

5- 4 AMモードの運用
□ AMの受信

口 l Fフ ィルターの選択について

■ クリアな受信を行うために

①POWERス イッチを O`N〃 にします。

②バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

③AMスイッチでAN/1モードにし、周波数をセットします。

④AF(音量) ツマミを回し、聞きやすい音量に調整します。

⑤メインダイヤルを回して、目的の信号が明瞭に聞こえるように
微調整します。 ( Sメーターが最も振れるようにします。)

◎ AR/1モードにすると、自動的にTSが l kHzステップになります。
TSスイッチを押すと10Hzステップにすることができます。

FI LTER3スイッチの切り替え ( CP58)により、次のように選択
ができます。

※ 熙ヽは、オプシヨンフィルター装着時有効となります。
オプションフィルター FL- 102: 6. OKHz( 9MHz帯 )

をご利用ください。

⑥受信信号が55い ときや、強すぎるときは、PREAR/1P/ATT切
り替えスイッチで、プリアンプまたはアッテネーター回路を動
作させます。 ( CP62)

◎ 受信中に混信のあるときは、ツインPBT、 I Fシフト( CP80)な
どで、混信を除去することができます。

AMモー ドでは、口SP固路による送受信処理を行つていません。
したがつて、NR(ノ イズリダクション)やオー トNOTCHは 動
作 しません。

O OOOOO

o将Pot t P。埠ユロ埠]

メインダイヤル

Fl LTE三日Sスイッチ

Wi DE ONの とき Wi DE OFFの とき

9h/1- NAR 455- NAR 9M―NAR 455- NAR
CIN OFF ON OFF ON OFF ON OFF

選択されるフィルター 15KHz 6kHz 15kHz 2. 4kHz 2. 6kHz 6kHz
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□ AMの送信

モード別運用方法 5

送信する前に運用周波数を受信 し、他局の通信に妨書を与えない
ように十分注意 してください。

①POWERス イッチを O`N″ にします。

○ バンドキーを押し、運用バンドを選択します。

③AR/1ス イッチでAR/1モードにし、周波数をセットします。

④TRANSMi Tス イッチを押すか、マイクロホンのPTTスイッ
チを押し、送信状態にします。

③PWRツ マミを回して、送信出力を設定します。
AMモードの送信出力は、5～50Wです。

③マイク国ホンに向って、普通に話す大きさの声で話します。
このとき、音声のピークでALCメーターの振れが、ALCゾー
ンを越えないように、Mi C(マイクゲイン) ツマミを調整 します。
マイクゲインを上げすぎると過変調となり、音声がひすんで明
瞭度が悪くなります。

RANSMI T

O OOOOO

ALCゾーン
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5 モード別運用方法

5‐ 5 FMモードの運用

□ FMの受信

口 ! Fフ ィルターの選択について

■ クリアな受信を行うために

HF帯でFA/1運用できるアマチュアバンドは、28MHz帯 に限られ
ています。
また、周波数の使用区分により、使用できる周波数の範囲も限ら
れていますので、ルールにそって運用してください。

①POWERス イッチを O`N″ にします。

②バンドキー回 を押し、29MHz帯 にセットします。

③FMスイッチでFMモードにし、周波数をセットします。

④AF(音量) ツマミを回して、聞きやすい音量に調整します。

⑤メインダイヤルを回して、目的の信号が明瞭に聞こえるように
調整します。

◎ FMモードにすると、自動的にTSが l kHzステップになります。
TSスイッチを押すと10Hzステップにすることができます。

FI LTER3スイッチの切り替え ( CP58)により、次のように選択
ができます。

※ンンは、オプションフィルター装着時有効となります。
オプションフィルター FL- 102: 6. OKHz( 9h/1Hz帯 )

をご利用ください。

④受信信号が55い ときや、強すぎるときは、PREAMP/ATT切
り替えスイッチで、プリアンプまたはアッテネーター回路を動
作させます。 ( ピ P62)

①受信中にノイズが発生するときは、NR(ノ イズリダクション)

LEVELの 調整 ( CP53)およびノイズブランカー ( CP53)で、
ノイズを減表させます。

◎ 受信中に混信のあるときは、NOTCH/才 ― 卜NOTCH( C
PSl )な どで混信を除去することができます。

O OOOOOO

oPopop口9

戸I LTERSス イッチ
FMモー ド時Wi DEは
動作しません

Wi DE OFFの とき

9M―NAR 455- NAR
ON OFF ON OFF

選択されるフィルター 15KHz 6kHz 15KHz
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□ FMの送信

回 レビータについて

■ レビータ運用の手順

モード局U運用方法 5

送信する前に運用周波数を受信し、他局の通信に妨害を与えない
ように十分注意してください。

①PCDWERス イッチを O`N″ にします。

②バンドキー回 を押し、29h/1Hz帯にセットします。

③ Fh/1ス イッチでFMモードにし、周波数をセットします。

④TRANSMI Tス イッチを押すか、マイクロホンのl DTTスィッ
チを押し、送信状態にしまする

⑤PWRツ マミを回して、送信出力を設定します。

◎ マイクロホンに向って、普通に話す大きさの声で話します。
Mi C(マイクゲイン) ツマミの調整は、9時～12時の範囲が適正範
囲です。マイクゲインを上げすざると過変調となり、音声がひ
すんで明瞭度が悪くなります。

レピータとは、直接交信できない局との交信を可能にしてくれる
FMモードの自動無線中継局です。
現在、日本国内で開局しているHF帯レピータは、29MHz帯だけ
で、他のバンドでは使用できません。
アクセス ( 起動) 方式は、88. 5Hzの トーン周波数を用いた、トーン
バースト方式で行われています。
● トーン周波数は、初期時88. 5Hzをセットしていますが、セット
モード( L)により、67～254. l Hzの50波の中から選」尺できます。

本機のレピータ運用は、スプリット運用モ=ドで行しヽます。

①メイン側を29h/1Hz帯にし、FMモードおよびレピータの受信周
波数をセットします。

OSPLi Tス イッチでスプリット運用モードにします。
このとき、自動的にFM― T(トーン) モードになります。

③サブ側にレピータの送信周波数をセットします。
※29MHz帯の標準的なオフセット( 送信と受信との周波数の差 )

周波数は「- l oOKHz」 ですから、クイックスプリットのオフ
セツト( げ P55)をセットしておけば、②の操作はクイックスプ
リットにすると便利です。

④以下、通常の送受信操作で、レピータの運用ができます。

◎ レピータを通さすに、相手局と直接交信できないかをチェック
するには、XFCスイッチを押します。
押している間だけ、サブ側の周波数で受信ができます。
これが相手局の送信周波数 ( レ ピータを通さない) です。

TRANSMI T

O OOOOOO ０
０
口
０
０

O OOOOOo

。
popog口

9
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5 モード別運用方法

5- 6 DATAモ ードの運用
SSB、 FM、 AMモー ド時、それぞれのモー ドスイッチを約 1秒

( ピ ッピーが鳴る)押すことにより、EI ATA(データ ) モー ドになり

ます。
※ RTTY EI ATAモ ー ドは ( ピ P47)を ご覧ください。

□ AMT□ R・ PACKETに つ いて    AMTO日 やPACKETで の運用は、AMTOR・ PACKET用
TNC( Termi nal  Ncl de Cont rol l er)と 、ターミナルとなる

パーソナルコンピューターを接続すれば運用できます。

機器の接続については ( CP29)をこ覧ください。

□ DATA、通信の手‖隠          ①データ通信機器を接続します。

②運用モード、運用周波数をセットします。

③運用モードのスイッチを約1秒押し、口ATAモードにします。

④以下、AMTOR・ PACKETt t TNCの 取扱説明書にしたがつ
て操作 して ください。

Eマイクミュー トについて       DATAモ ードにすると、マイクコネクターからの入力信号はミュ
ー ト( 遮断)されます。 ( 初期設定 )

セットモー ド( L)により、マイクヨネクターヘの入力を有効にする

ことができます。 ( CP68)
● 入力禁上のとき

PTTで送信 しても、マイクコネクターからの信号はミュー トさ

れます。
ACCソ ケツトからデータ信号を入力しているときに、マイクが

周辺音を拾って、変調がかかることなどが避けられます。
● 入力許可のとき
マイクコネクターにデータを入力して、データ通信ができます。

ご注意 i SSB時 、マイクコネクターからの信号はDSP回 路に

より、デジタル処理されます。
セットモー ド( 3)のDSPt― LPFおよびt―HPFの設

定を確認してください。 ( CP64)
通過帯域外のデータ信号をマイクコネクターから入力し

た場合、十分な送信出力を得られない場合があります。

■ 操作上のこ注意            HF帯 でのPACKET運 用は、次の事項にこ注意ください。
( 1)ボーレイトは300bps、 TNCのシフト幅は200Hzが一般的とな

っています。
OHF帯でよく出ている周波数は、14. 103MHz/LSBモードです

が、21MHz帯 にも多くの局が出ています。
( 31信号を正確に受信するためには、TNCに付いているチュ十二ン

グ表示で同調をとることをおすすめします。
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5Hフ スプリット機能の運用

ロスプリット運用モードの操作フ回一

モード屑」運用方法 5

送信と受信を、異なる周波数で運用するスプ リット交信は、メイ
ンとサブを使 つて行います。
□ Xペディシ ョンなどで行われる、スプリット運用 に便利です。本
機は、スプリットオフセット周波数を利用した、クイックスプリ
ツト、チヤネライズ ドスプリット機能もあります。

本機のスプ リットは、メイン側が受信周波数、サブ側が送信周
波数となっています。

通常モード
USB

Fi ごヨ弱. ど]化[予  VFO  たH SPLI Tを短く押す

USB                             SPLl 「

Fたご菫B, 田弱 VFO  たH 伴下竹『ュ『ゴ
H VFO     l crt

たH PIヨ rユ『『

USB                            sP口 T

Fぽヨユ『『  球°  たR F t t gュ品2

( 0)チャネライズドスプリットモード

SPLI Tを 短く押す
( 表示周波数は変らない)

SPLI Tを 短く押す

( 表示周波数は変らない)

( A)ス プリットモード

( B)ク イックスプリットモード

SPLI Tを 短く押す

( ハ ) スプリットモード
USB

Fた Fヨユ『 軍

通常モー ド時、SPLI Tス イッチを押すと、スプリットモー ドにな
ります。
サブ側の送信周波数は、前回運用 した周波数が表示されます。

通常モー ド時、SPLI Tス イッチを約 1秒 ( ピ ッピピが鳴る ) 才甲すと、
クイツクスプリットモー ドになります。
サブ側の送信周波数は、あらか じめセットされたスプリットオフ
セツト周波数が、メイン側の受信周波数に加算されたものが表示
されます。

いつたんスプリット( クイックを含む)モー ドにしたのを5、 SPLI T
スイッチを約1秒 ( ピ ッピピが鳴る ) 才甲すと、チャネライズ ドスプリ
ットモー ドになります。
サブ側の送信周波数は、メイン側の受信周波数と同じになります
が、以後、SUB M-OHの UP/DNス イッチを押すことに、あ
らか じめセットされたスプリットオフセット周波数が、サブ側送
信周波数に加算 ( UPスイッチ) または減算 ( DNスイッチ) されます。

( C)チヤネライズドスプリットモード
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5 モード別運用方法

ロスプリット運用のしかた スプリット運用時は、同一バンド内で、同一モー ドにしてこ使
用ください。

①メイン側に、受信周波数をセットします。

②SPLI Tスイツチを押すと、スプリットモードになります。
スイッチを約1秒押すと、クイックスプリットができます。
サブ側周波数が、数秒間点滅したのち点灯に変ります。これは
サブ倶J 周波数が送信周波数であることを示しています。

③サブ側に、送信周波数をセットします。

( サ ブ側周波数の設定方法 )

l Al サ ブダイヤルで設定する。
( BI XFOスイッチを押 しながら、メインダイヤルで設定する。
l CI F・ INPのSUBを 押 し、テンキーで設定する。

l Dl バ ンドを切 り替えるときは、XFCス イッチを押しながら、バ
ンドキー ( テ ンキー ) を押す。

※ クイツクスプリットにしたとき、サブ側の周波数は、メイン

側の周波数にオフセット周波数が加算された周波数になりま

す。

④送信するときは、TRANSh/11Tス イッチを押すか、マイクロホ
ンのPTTを押 し、送信状態にします。
送信中は、サブ侵J のTX/RX LEDが 赤色に点灯します。

※ 送信する前に必す運用周波数を受信 し、他の通信に妨害を与
えないように十分注意 してください。
XFCス イッチを押 している間は、サブ側の送信周波数が受信
状態となりますから、チェックすることができます。

⑤スプリットの解除は、もう一度SPLI Tス イッチを押 します。

O OOOOO ０
口
０
０
ロ

lf―f f . I E卍軍 . 『
『

 VFO  たH 汁下

°

F『
『

.『占

H

OOOOOOO

。popop口9
〇
〇
〇
口
０

F・ INP SUB側

バンド/テンキー

サブダイヤル

uSB                            SPLl T

I J ―f f . |『5, 『『  VFO  たに |ず
°
|ョュ『占H

OOOOOOO ０
□
０
０
０

54



固チャネライズ ドスプリットの
運用の しかた

モード別運1用方法 5

□ Xペディションなどで、多数の局からのパイルアップを処理する
場合、自局の送信周波数を基準として、5k11之 や l oKH之 ステゥジ
で相手局にヨールするように伝えることがあります。
このようなとき、送信周波数を任意のステップで設定できると、
よりすばや く交信することができます。

( スプリットオフセットを5kHzにセットしている場合 )

※ 送信周波数を5kHzステップで、受信周波数よリズラすとき

①あらか じめ、オフセットを5kHzに設定しておきます。
( オ フセツトの設定方法は、下記4項参照 )

②スプリット運用状態 ( ｀SPLi T〃 点灯中) に し( SF)止 l Tス ィッ
チを約 1秒 ( ピ ッピピが鳴る ) 才甲すと、チャネライズ ドスプリット
モー ドにな ります。            ォラt 7■ K韓キ普R

しヽったん、送信周波数は、受信周波数と同じになります。

③SUB M-OHの UP/EINス イッチを押します。

USB                            SPLl T

Iイ. |ヨ5, 『軍  W°  たHI■ 剤 ユ胡

性

● オフセット表示部は、UP/DNを 1回押すことにく変1化 した周波
数の量を表示 します。
オフセツトが5kHzの場合は、UPスイッチが押されることに5、

10、 15と増えます。 ( DNではマイナスされます )

● 送信周波数は、オフセットの変化分が加・減算されて表示されま
す。                          |

④チヤネライズドスプリットを解除するときは、SPLI Tスイッチ
をもう一度押 します。 ( ス プリットモー ドになります。)

クイツクスプリットおよびチャネライズ ドスプリットに使用する
オフセット周波数は、次のようにテンキーで設定できます。
1～ 1000KHzの 範囲を、 l KHzステップで設定できます。

SUB M-OH
UP/DN

ロスプリットオフセット周波数
の設定のしかた

SPLI T

O OOOOO

o9。 9。p□ 留
０
口
０
口
０

USB                         l   t  SPLl T〕

l r―f f . |ヨ5. 『『  VFO  たH ! ず°|: 高苗群

O OOOOo

。popop口9
０
０
口
０
０

● 操作例 +l KHzオフセットの設定 : F・ l NP E□ SPLI Tを押す。 ( 初期設定値)

- l kHzオ フ セ ッ トの 設 定 : F, I NP匡 コ[コ SPLI Tを 押 す 。

+10KHzオ フ セ ッ トの 設 定 i F・ INP回 回 SPLI Tを 押 す 。

- 10KHzオフセットの設定 : F・ INP□ 回 区ヨ SPLi Tを押す。
± OkHzオ フ セ ッ トの 設 定 : F・ INP t t  SPLI Tを 押 す 。

※ このオフセット1よ 、クイックおよびチャネライズドの両方に共通です。別々に設定できません。
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5 モード屑」運用方法

同一モード、同一バンド内で、デュアルワッチができます。
メインで交信またはワッチしながら、サブで他局の待ち受けがで
きます。

①メイン側に運用周波数、モードをセットします。

②□ UALWATCHス イッチを押します。
点灯

前回セツトした周波数

● □ UALWATCHス イッチを約 1秒 ( ピツピピが鳴る ) す甲すと、

クイツクデユアル機能となり、メイン側の周波数と同じ周波

数が、サブ側にセットされます。

③サブ側に希望する周波数をセットします。
サブダイヤルにより、チューニングしながらワッチができます。

④メインとサブの受信信号に、信号強度の差があり、バランスを

とりたいときは、BALANCEツ マミで調整 します。

デュアルワッチ時の送信周波数は、メイン側です。

サブ側でワッチした周波数で送信 したいときは、

( 1) SPLI Tスイッチを押 し、スプリットモー ドにすると、サブ側の

周波数で、送信ができます。

1210HANGEスイッチを押 し、メインとサブの内容を入れ替えて

送信することができます。

デュアルワッチ時、メインとサブの間で次の操作ができます。

● EQUALス イッチを押すと、サブ側周波数がメイン側周波数と
同じになります。

5- 8デ ュアルワッチ機能の運用

ロデュアルワッチの操作

ロデュアルワッチ時の送信

回その他の操作

DUALWATCH

BALANCEツ マミ

O OOOOOO

。 Popop口 9

０
口
０
口
〇

LSB                       〔DじALWATCH〕

平. 『5F. 『『  r。  品 指5『. 船
日

OOOOOOO
O CE CEDCI E

opopop口9
口
０
０
〇
〇

O OOOOOO
O CI Ej  CI ID CI El

O口 。口 。9口 9

口
０
０
０
Ｃ
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■
一クリアな送受信を行うために

6… l  DSPの 機能について
本機は、デジタル方式で信号を処理する、DSP回 路を搭載してい
ます。
高品質な変復調特性、送受信の音質設定、ノイズ・混信除去機能
などに威力を発揮 します。
※ DSPi 口 i gi t al  Si t t nal  Processcl rの 略

■ DSPの 機能の設定 につ いて     EDSPに よる機能を使用するか、しないかは、セットモード( 3)に
より選択できます。 ( 初期時は O`N″ になっています )

また、EDSPが O`N″ のときは、次の設定ができます。

( 1)送信時のPSN変調のCDN/OFF
O`FF″ 時は、アナログ回路による変調となります。

( 2)受信時のPSN復 調のON/OFF
C`DFF″ 時は、アナログ回路による復調検波となります。
※ PSN: Phase Shi f t  Netwo「 Kの陥

( 3) EI S P回路の受信信号通過帯域の設定
DSP回 路を通過する受信信号の周波数帯域を設定することが
できます。
● LPFは、1. 5～3. 3KHzの 14段階で高域カット
● HPFは 、80～500Hzの 18段階で低域カット

( 4) DSP回路の送信信号通過帯域の設定
DSP回 路を通過する送信信号の周波数帯域を設定することが
できます。
● LPFは、2. 0～2. 9KHzの 7段階で高域カット
● HPFは 、80～500Hzの 18段階で低域カット

◎ 以上、各設定はセットモー ド( 3)により行います。 ( cP64)

■ DSPを O`FF″ にすると     DSPを C`I FF″ にすると、次の機能が動作しなくなりますので
ご注意ください。
● DSPに よる変調・復調
● DSPに よる送受信のHPF・ LP日
。N日 ( ノ イズリダクション) ( CP59)
。オー トNOTCH( qPSl )
。CDWピ ッチ運動ナローAPF(げ P41)
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6 クリアな送受信を行うために

6- 21Fフ ィメレターの切 り替え

■ Fi LTERSス イッチの動作

( フ ィルター回路原理図)

■ フィルターー覧表

オプションフィルターの取 り付けについて
は、 ( CP85)をご覧ください。
また、オプションフィルター取り付け時は、
セ ッ トモー ド( L)で、フィルターのON/
OFF操 作が必要です。 ( CP63)

本機の i F段に装備されている受信フィルターを、運用形態に応 じ、
Fl LTERSス イ ッチで切 り替えることができます。
これ によ り、各モー ドことにワイ ド/ノ ーマル /ナ ローモー ドが設
定でき、よ リク リアな信号受信が選択できます。

ＡＲ。Ｍ□
欄

Ｎ

FI LTERSスイッチ

O OOOOO

○つ。9。9口9
０
ロ
ロ
ロ
ロ

kHz l F f i l t er

FI LTERスイッチ
のON/OFF状 態

9MHz帯
I Fフ ィルター

455kHz帯
I Fフ ィリレター

OM・ NAR・ 455k

□ □ ワイ ド ワイド

Wi DE 9M・ NAR・ 455k

き □ き ワイド ノーマル

Wi DE 9M・ NAR・ 455k

き き □ ノーマル ワイ ド

軸き
□

Ｒ９Ｍ．ＮＡき
□

旺き
□

ノーマル ノーマル

Wi DE 9M・ NAR・ 455k

□ □ き ノーマル ナロー

Wi DE 9M・ NAR・ 455k

□ き □ ナロー ノーマル

Wi DE 9M・ NAR・ 455k

□ き き ナ回一 ナロー

NＷ‐ＤＥゎ9MHz‐ NAR 455kHz‐ NAR

SSB
ON

OFF
ON

8kHz章 ( FL― 102) OFF 8kHz

2. 4KHz ON 2. 7KHz

OFF
OFF
ON

2. 4KHz OFF 2, 7kHz

1. 9kHzキ ( FL― P23) ON 1 9kHzⅢ ( FL- 222)

CW,
ON

OFF
ON

2 4kHz OFF 2. 7KHz

500Hz ON 500Hz

OFF
OFF 500Hz OFF 500Hz

ON 250HzⅢ ( FL- 101) ON 250HzⅢ ( FL- 53A)

AM

ON
OFF Through OFF 15kHz

ON 8kHzネ ( FL- 102) ON 6KHz

OFF
OFF 6kHZ*( FL- 102) OFF 8KHz

ON 2. 4kHz ON 2, 7kHz

FM OFF
onl y

OFF Th「out t h OFF
ON 8kHz・ ( FL- 102) ON

*印はオプションフィルターです。
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6- 3ノ イズを軽減するには
ロノイズリダクション( NR)

の運用 ( DSP機能)

この機能は、DSPを 利用した機能です。
AMモー ドでは動作しません。

ロノイズブランカーの運用

クリアな送受信を行うために 6

受信 したアナログ信号をデジタル処理 し、ノイズ成分と信号成分
を分離させ、信号成分のみとり出す機能です。
各種のノイズに対 して効果があ ります。

①NR LEVELツ マミを右に少し回すと N`R″ が表示され、
イズリダクション機能が O`N〃 します。

点灯
I

USB

l r―f r , だ軍5. 「軍 
十
  たH

②以後、ツマミを右に回すと、ノイズ除去レベルが高くなります。
ノイズが最も軽減され、受信信号にひすみが発生しなしヽように
調整します。

( NR LEVELツマミのON/OFF機 能 )

NB Wi EI Eスイッチを、セットモード( 3)により、ノイズリダ
クション機能のON/OFFス イッチにすることができます。

( CP66)
最良に調整したレベルを保つておきたいときなどに便利です。

受信時に、自動車のイグエッションノイズのような、パルス性の
ノイズが多しヽときや、ウッドペッカーノイズが発生する場合など
に使用します。

①パルス性ノイズが発生するときは、NBスイッチを O`N″ にし
ます。

②NB LEVELツ マミを回し、ノイズの強弱に応じて調整します。
※右に回しすざると、受信音がひすむことがありますのでご注
意ください。
パルス性ノイズや、ウッドベッカーノイズがないときは、NB
スイッチを O`FF″ にしておくことをおすすめします。

③ウッドペッカーノイズが発生するときは、NBスイッチとNB
Wi DEスイッチの両方を O`N″ にします。

④日LK―Wi EDTHツ マミを回し、ウッドベッカーノイズの幅に応
じて調整します。

NR LEVEL

O OOOC10

LEVEL

○ OO● ● 〇〇

。モュ。q。【]口埠]
〇
〇
〇
〇
ロ
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6 クリプな送受信を行うために

6由4混 信を除去するには

ロツインFDBTの運用

本機の混信除去機能には、ツインPBT、 NOTCHに 加え、DSP
によるオー トNOTCHな どがあります。
なお、CW時のAPFに ついては ( ピ P41)を ご覧 ください。

本機には、PLL制御のPBT(パスバンドチューエング ) を、2段に

搭載 しています。
ツインPBTは 、l F段に接続された中間周波数の異なる水晶フィル

ターの通過帯域幅を、連続的に帯域の上側と下側から狭くして、
混信を同時に取り除くことができます。
※ FR/1以外のすべてのモー ドで動作 します。

( 1)通常、TWi N PBTツ マミは、12時方向 ( セ ンター) で使用 しま

す。

121受信周波数に近接する混信信号があるとき、TWi N PBTツ マ
ミの内側 ( 455KHz需フイルター ) と、外側 ( 9R/1Hz帯フィルター )

を、逆方向に回すと通過帯域幅が狭 くなり、帯域の上側または

下側からの混信を取 り除くことができます。
※ あまり回しすぎると、通過帯域幅がなくなり、受信音が聞こ

えなくなることがありますのでご注意ください。

上記TWi N PBTツ マミを、同方向に同じ量だけ回すことにより、
I Fシ フトとして動作 します。

● I Fシ フ トは、通過帯域幅を変えすに、混信を除去することがで
きます。

〇 〇〇 〇〇〇 〇 〇
〇
〇
０
□

● ツインPBTの 操作例

きと夕・‐こある

ＴＷｉＮＰＢＴ
恭

⑩

Ｙ

ンセ 片方だけ狭くする

TWi N PBT

両方から狭くする

TWi N PBT

I金 ヽ|I K( gS】〔

I F中心周波数 目的信号
目的信号
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回NOTCHの 運用

( 1) l F NOTCHの運用

( 2)オートNOTCHの 運用

NOTCH
( ス イッチ)

NOTCH
( ツマミ)

クリアな送受信を行うために 6

NOTCH(ノ ッチ ) に は、FM以 外 の モ ー ドで 動 作 す る I F
NOTCHと 、SSB、 FM時のビー ト混信を自動的に除去するオ
ー トNOTCH機 能があります。

NOTCHフ ィルターの中心周波数を可変することにより、CW信
号のような単信号 ( ビー ト信号)の混信を除去するのに効果があり
ます。

①NOTCHス イッチを O`N″ ( LED点灯)に しますも
※AUTOス イッチは O`FF″ ( LED消灯 ) に しておきます。

③NOTCHツ マミを回し、受信 している帯期内の単信号による混
信が、減衰する位置に調整 します。
NOTCHフ ィルターは、非常にするどい特1生を持っていますの
で、ツマミはゆっくりと回してください。

SSB、 FN/1、 Ah71モ ー ドで音声信号受信時の、ビー ト偉ヨ号や、CW
またはRTTY信 号による混信を自動的に判局」し、混信信号を減衰
させます。

①AUTOス イッチを O`N″ ( LEコ点灯 ) に します。
オー トNOTCHが 動作 します。
※ CWモー ド時は、APFに 動作 します。 ( CP41)

○ 再度AUTOス イッチを押すと、 O`FF″ にな ります。

◎ AUTロ スイッチとNOTCHス イッチを両方 O`N″ にすると、
オー トNOTCHと IF NOTCHの 両方が動作 しますから、複
数の混信を減表させることができます。

O OOOOOO

。popop口9
０
０
０
０
ロ

● I F NOTCHの 操作伊」

/ヰ 的ΩNOTCHス イッチ
O`l ~F″

希望信号
( 音声帯域)

希望信号
( 音声帯域)

希望信号
( 音声帯域)

ビート混信
|

減衰されたビート混信 |ビート混信

AUT0

OOOOOOO

○つ。9。p口9
０
口
〇
〇
〇

働



6 クリプな送受信を行うために

□ その他の機能

■ PREAMP/ATTの 運用

■ スピーチコンプレッサーの運用

受信信号が弱いときにはPREAMP(プ リアンプ) 、 また強すぎる
ときにはATT(ア ッテネーター ) を動作させることで、受信信号を
より明瞭にします。

PREAMP/ATT切 り替えスイッチで、選択 してください。
● PR El  : ダ イナミックレンジを重視したプリアンプですと

1. 8MHz以上の全バンドで効果があります。
● PRE2 : 八 イバンドのゲインを重視したプリアンプです。

21MHz以上のバンドで効果があります。
※混変調の発生しやすいローバンドや、ヨンディションのよい
八イバンドでは、PREl の方が効果があります。

● ATT8dB : 入 力信号を8dB減表させます。
● ATT12dB: 入 力信号を12dB減表させます。
● ATTl BdB: 入 力信号を18dB減衰させます。

◎ 受信の信号強度が正常なときは、 O`FF″ の位置でこ使用くだ
さい。

本機には、SSBモ ー ド送信時の平均 トークパワーを大きくする、
ひすみの少ないスピーチョンプレッサー回路が内蔵されています。
特にDX通信などで、相手局側での了解度が悪い場合などに使用す
ると、効果があります。

①スピーチコンプレッサーを運用する前に、各スイッチ、ツマミ
を次のようにセットします。
● CCIN/1Pスイッチ  : ON( LE□ 点灯 )

● h/1ETERス イッチ i COMP
● PWRツ マミ   : 右 に回し切る
O Mi Cツ マミ    : 12時 ( セ ンター)方向

○ 本機を送信状態にし、マイクロホンに向って、普通の大きさの
声で話 しながら、00A/1Pメ ーターの振れがピークで10～20dB
以内になるように、Mi Cツマミをセットします。
※ 00MPメ ーターの振れが10dB以下の場合、スピーチコンプ

レッサーの効果が低下します。また、20dB以上になると、ひ
すみにより了解度が悪くなることがありますのでご注意 くだ
さい。

③送信状態でMETERス イッチをALCに 切 り替え、ALCゾ ー
ンを越えないように、DRi VEツマミを調整 します。

受信 している周波数を変えないで、送信周波数を微調整すること
ができます。
この△TX機能は、RI T機能と同様の操作を行いますので、操作に
つしヽては、日l Tの使いかた ( gP37)をご覧ください。

PREAMP/AT

TンB

PREAMP/ATT

OOOOOOO ロ
ロ
ロ
〇
〇

・
  本OOOOO

。
popogB

口
〇
〇
ロ
ロ
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田
阿

フー1セットモードについて

■ 操作方法

SETスイッチ 短く押す→セットモード( 3)
長く押す→セットモード( L)

UP/DOWN
セット項目の切り替え

セットモード

初期設定されている本機の仕様に関することや、運用条件を変更
するためのモー ドです。
本機のセットモー ドは2種類あ り、セットモー ド( 3)は主にDSP
の仕様に関しての事項、セットモード( L)は主に各種の運用条件を、
好みの使い勝手に応 じた条件に変更できるようにしています。

( 1)セ ツトモー ド( 3)にするには
。SETス イッチを短く ( ピ ッが鳴る ) 才甲します。

( 2)セ ツトモー ド( L)にするには
● SETス イッチを約2秒 ( ビ ッピーが鳴る ) 才甲します。

( 3)セ ットモー ドの進めかた

①セット項目の切り替えは、UP/DOWNス イッチ ( メ イン側 )

で行います。

②設定内容は、メインダイヤルを回すことにより、内容の選択
ができます。

( 4)設定内容が「PUSH sEt」 表示になったときは、

①SETスイッチを押すことにより、大項甲から各種選択肢に枝
わかれしたセット項目が表示されます。

OUP/DOWNス イッチで、セット項目が切り替わります。

③元の大項目表示へ戻すときは、テンキーの ENTキーを押しま
す。
※枝わかれしたセット項目表示中に、St t Tを押すと、周波数
表示に戻ります。

( 5)セ ットモードを解除するときは、SETスイッチを押すか、UP/
DOWN以 外のスイッチを押します。
※「PUSH SEt」 の表示中は、SETスイッチを押しても周
波数表示に戻りませんから、SET、 UP/□ OWN以 外のス
イッチを押してください。

O OOOOO

①popop□ 9
０
〇
〇
〇
〇

与I F                t t「 rョギと
セツト項目

メインダイヤル

O OOOOOO

PF1 5,  SFと ゴS PI S Fと
この表示のときはSETを押す

OOOOOOO

。
popop□

9

ロ
ロ
０
０
０
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7 セット、モード

7- 2セ ットモー ド( 3)の項目詳細
このセットモー ドでは、主にDSP機 能の設定や、エレク トロエッ
クキーヤーの動作設定などができます。
● セットモー ド( 3)にするときは、SETスイッチを短く押します。
以下、セツトモー ド( 3)で設定できる項目は、次のとおりです。

表  示 ( 初期設定値 ) 容内定設 本文参照
ベージ

1

J J ―f f F                t t t _F grt rt士

デ ィスプレイおよびメーターのバツクライ ト、各種LED
の明るさを、2段階で切 り替える項目です。

HI  : 明っ系する。
LO: 暗 くする。

2

田句         ゴSP」 舟̀ と

DSP回 路をON/OFFす る項目です。
ON : DSPに 関連する各機能を有効にする。
OFF: DSPに 関連する各機能を無効にする。

P57

Fゴ Sf r―rf  SFと     ゴsP- 5F士
DSPに 関連 した各種機能の条件設定に入る項 目です。
● SETス イッチを押すと、DSP関 連の項目に移 ります。
● UP/DOWNス イッチで項 目が切 り替わ ります。
● 設定後、 ENTキーを押すと、再度 この表示に戻 りま

す。

二
“

~t                PS R―
士

送信時のPSN変 調をON/OFFす る項 目です。

ON : 送 信時、PSN変 調を行う。

OFF: PSN変 調は行わす、アナログでの変調となる。

P57

El r~r                P5, ―
「

受信時のPSN変 調をON/OFFす る項目です。
ON : 受 信時、PSN復 調を行う。
OFF: PSN復 調は行わす、アナログでの復調となる。

P57

F. [ i         r_と PF

DSP回 路の受信信号の低域通過帯 ( LPF)を 設定する
項目です。
受信時の高域をカットし、通過させる低域周波数帯を14

段階で設定できます。 ( 1. 5～ 3. 3kHzの 範囲 )

P57

F野軍        「_HPF
DSP回 路の受信信号の高域通過帯 ( HPF)を設定する
項目です。
受信時の低域をカットし、通過させる高域周波数帯を18

段階で設定できます。( 80～500Hzの範囲)

P57

Eユ, S        士↓とPF
DSP回 路の送信信号の低域通過帯 ( LPF)を設定する
項目です。
送信時の高域をカットし、通過させる低域周波数帯を7段
階で設定できます。 ( 2. 0～2. 9kHzの 範囲 )

P57

F軍『         と_HPF
DSP回 路の送信信号の高域通過帯 ( HPF)を 設定する

項目です。

送信時の低域をカットし、通過させる高域周波数帯を 18

段階で設定できます。 ( 80～ 500Hzの範囲 )

P57
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セツトモード 7

表  示 ( 初期設定値 ) 容内定コ張 本文参照
ペー ジ

1 4
Fと1軍ギ_5Fと     F! F「 sごと

エレクト回エックキーヤーの各種動作条件の設定に入る
項目です。
● SETス イッチを押すと、動作条件設定項目に移りま
す。以下、前ページ3項と同じ操作です。

P43

ユ軍     「ョ士: ョ

CW符 号の長短点の比率を可変する項 目です。
内蔵エ レク ト回エ ックキーヤーによる、C)W符号の長短
点の比を2. 8～4. 5の 間で変更できます。

P43

句           P甲 ユ ご

マ三ュピレーターパ ドルの極性を設定する項 目です。
N(ノ ーマル ) : 通常の右長点、左短点にする。
日 ( リ バース) : 長短点の左右を逆にする。
OFF   : ェ レク トロェックキーャー機能を無効に

し、前画ELEC―KEYジ ャックは、電
鍵、外部キーヤーに使用できる。

P43

ョ戸F_         ゴ_P, ゴ
マイクロホンのエレクト回エックキーヤー動作をON/
OFFす る項目です。
アイコム製マイクロホンHM- 36、 SM- 20な どのUP/
DOWNス イッチを、マニュピレーターの代用としてi 使
用することができます。
ON : マ イクロ本ンが使用できる。

ただし、ONにすると通常のアップ/ダウン動作
は無効。 ( 周波数やM―OHのアップダウン)

OFF: マ イク回ホンは使用できない

P43

鳴          
「

と士J ― P
日TTYキ ーイングの極性を設定する項目です。
RTTY送 信時のキーイングによる、マーク/スペース極
1生を反転させることができます。
N(ノ ーマル ) : キーダウン時はスペース

キエアツプ時はマークとする。
R(リバース) i ノ ーマル時の逆 にする。

P47

S『軍        F, と r‖

CWビ ツチヨン トロールを設定する項 目です。
CWの 受信 トーンを、20Hzステ ップで300～900Hzの範
囲の ビッチに設定することができます。
ビッチを可変すると、サイ ドトーンの周波数も変化 しま
す。

次ページ8項によ り、SQLツ マミをOWピ ッチッマミに
することができます。
この場合、ツマミを左に回 しきった位置で300Hzに なり、
右 に回 しきると900Hzと な り、その間20Hzステ ップで
動作 します。
なお、ツマミをOWピ ッチに切 り薔えているときは、こ
のセ ットモー ドの項 目は、表示されません。

P40
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7 セットモード

表  示 ( 初期設定値 ) 容内定設 本文参照
ペー ジ

7

田r=F        「吊と
キャリブレーション調整時のマーカーのON/OFFを 設
定する項目です。 ( 基準周波数の校正 )

内蔵のマーカーは、100KHzステップで受信することが
できます。
ON : マ ーカーが動作する
OFF: マ ーカーは動作しない。

P80

Fと1宮H 5Fと      F」句=5F士
特定のスイッチ、ツマミを別の機能 に設定するための項

目ですも
● SETス イ ッチを押すと、次の項 目表示にな ります。

以下、64ページ3項と同様 に操作 します。

5甲 生      ssと軍と|

T
SQLツマミのこと

前面パネルのSQLツ マミを、CWピ ッチコントロール
にする項目です。
CWを メインで運用される場合、CWビ ッチの変更をセ

ットモー ドで行うには手間がかかります。
そのわすらわしさを解消するための機能です。
SQL選 択時 : 通常のスケルチ動作を行う。
PI TCH選択時 : GQLツ マミがCWビ ッチになる。
※ CWピ ッチにしたときの動作は、前ページ8項参照

P40

・
~r「             5Fと f fと F

T
NR ON/OFFスイツチのこと

前面パネルのNB―Wi DEス イ ッチを、NR(ノ イズ リダ

クション) 機能のON/0戸 Fスイッチにする項 目です。

ノイズ リダクションレベルを一定に保ち、ON/OFFす
るだけの操作にします。

NB- 2選択時 : 通常のNBt tWi DEと して動作する。

NR選択時 : N日―Wl DEス イッチは、Nt t  LEVELツ
マミのON/OFFス イッチになる。

P59

ョ戸戸         , ぅ _P
上記SELECT2の 項目で、NB―Wi DEスイッチをNR
のON/OFFに したとき、この項目でNB―Wi DE機能
のON/OFFを 行います。
ON : NB― Wi DEを O`N″ にする
OFF: NB― Wi DEを O`FF″ にする
※ この項目は、SELECT2で N日を選択したときのみ、
表示されます。
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フー3セ ットモー ド( L)の項目詳細

セツトモード7

このセットモー ドでは、初期設定された各種の運用条件を、お好
みに、または使いやすくするためのもので、オプション装着時の
設定項目も含まれています。
● セツトモー ド( L)にするときは、sETス イッチをビッピーが鳴
るまで約2秒押 してください。
以下、セットモー ド( L)で設定できる項目は、次のとおりです。

表  示 ( 初期設定値 ) 容内定設 本文参照
ペー ジ

1

田日              島f f P
ビープ音 ( キー操作音)をON/OFFし ます。
ON : ビ ープ音を O`N″ にする。
OFF: ビ ープ音を O`FF″ にする。
ビープ音量 は、本体内部のボ リュームで評〕整できます。

P80

2

Fr―f『 - 5      sPsFど H
音声合成ユニットuT- 66(オプション)を装着 したときの
設定項 目です。
En富―S: 遅 いスピー ドの英語で発声する。
Eng― F: 速 いス ピー ドの英語で発声する。
」Pn―S: 遅いスピードの日本語で発声する。
」Pn― F: 速いスピードの日本語で発声する。

P85

田
"         ±5-甲J と

AM、 FM時のオー トTSをON/OFFし ます。
ON : AM、 FMモードのTSを l kHzステップにする。
OFF: オ ー トTS機能を O`FF″ にする。

P38
P15

4

ヨ■          5r―
「
f 5

スキヤン動作中に信号受信で一時停止したときの、再ス
ター トする条件を設定します。
ON : 信 号受信中は約10秒後、信号が途切れると約2秒

後に再スター トする。
OFF: 信 号を受信すると、スキャンを解除する。

P76

rr―rrF               s「 _sPゴ
スキヤンスピー ドの切り替えができます。
HI  : スキャンスピードを速くする。
LO: ス キャンスピー ドを遅くする。

P76

f r―rrF              J ゴ _5Pゴ
マイクのアップ/ダウン動作のスピードを切り替えます。
Hl  : ア ップ/ダゥンを速くする。
LO: ア ップ/ダゥンを遅くする。

7

S            P甲 ゴ_r耳
メモリーパッドチャンネルを拡張できます。
5: メモリーパッドを 5CHに する。
10: メモリーパッドを100Hに する。

P73

8

甲」と         , 日士_5Fと

アンテナコネクター1/2の運用形態を設定します。
Aut  i ノ ミンドの選択でアンテナを自動的に切り替える。
ON : ANT1/2の スイッチで制御する。
OFF: ANTl だ けが使用でき、ANT1/2スイッチは無

効となる。

P27
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7 セットモード

表  示 ( 初期設定値 ) 設 定 内 容 本文参照
ベージ

三i r~r               甲J と ―と口,

アンテナチューナーのオー ト動作をON/OFFし ます。

アンテナのSWRが 高 く ( SWR約 1. 5～2. 5)になると、

TUNERス イ ッチのON/OFFに 関係な く、自動的に

内蔵のアンテナチューナーが動作 します。

ON : SW日 が高 くなると、自動的に動作する。

OFF: SWRが 高 くなつても動作 しない。
※ この機能 は、内蔵チューナーのみに動作 します。

P78

E"~r          甲―ゴⅢ甲と

クイックデュアルワッチ機能をON/OFFし ます。

ON : ク イ ックデュアル機能を有効 にする。

OFF: ク イ ックデュアル機能を無効にする。

P58

田r―f               q_sPと ! と

クイックスプリット機能をON/OFFし ます。
ON i ク イックスプリット機能を有効にする。
OFF: ク イックスプリット機能を無効にする。

P54

FM― T

ヨ『 . 篤       士コ句F
FMのサブ トーンを設定する項目です。

レピータ運用時のサブ トーンは、87. 0～ 254. l Hzの 50種

の中から選択することができます。

P51

軍Fと        と, Pt t「   |

RTTY、 DATA運 用時の トーンを設定する項目です。
● SETス イッチを押すと、次の項 目表示にな ります。

以下、64ページ3頂と同様 に操作 します。

P47

F ! El 軍         「士士J ― と
日TTY運 用時の トーンを選択 します。

2125Hzま たは1615Hzの 2種

P47

17『              j ―士士J - 5
RTTY運 用時のシフト幅を選択します。
170/200/425Hzの 3種

P47

F『重1軍        ゴPと , … と
RTTY DATAモ ー ドで運用時の受信 トーンを選択す
ることができます。
1070/1275/1600/2025/2110/2125Hzの 8種 の 中か ら選
択。
設定したトーンで受信した場合に、交信相手にゼロイン
したことになります。

P47

日ロ         ゴ胃と甲―F「

RTTYお よびDATAモ ー ド時、マイクコネクター入力
信号を選択します。
YES: マ イクコネクターにデータを入力するとき。
NO : マ イクコネクターにマイクロホンを接続し、ACC

コネクターにデータを入力するとき。
※ACCコ ネクターに入力している場合は、YES/N0

どちらでも動作しますが、NOに選択 しておけば、送
信時にはACOか らの信号のみで、送信電波が発射さ
れます。

P47
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セツトモード7

Fゴ 5, _5FI      申Pと ギ! と

LSB

r~rョ            _ョ _

メインダイヤルを回す

ゴFS           _g_

オプションフィルター装着時、該当フィルターのON/
OFFを 設定する項目です。
Y`ES″ にすると、該当フィルターが有効になります。

● SETを 押したのち、UP/DOWNで 該当フィルター
の項目を選択 します。
以下、64ページ3項と同様に操作します。

( 操作例 )

SS日 9MHz帯ナ 回―フィルター FL- 223を取 り付けた
ときは、左図の項 目にして、 Y`ES″ にしておきます。

他のオプションフィルターを取 り付けたときは、uP/
DOWNス イッチで、該当項 目を選択 します。

P85
P58

野村    〕―甲ゴゴ「
C卜Vのアドレスを設定する項目です。
C卜Vを利用して、本機を外部コントロールするときの、
アドレスを選択します。
01H～7FHまで設定できます。

耳町士         〕_占甲J ゴ

C卜Vのボーレー トを設定する項目です。
300/1200/4800/9800/19200dpsの 設定ができますが、
A`ut ″ にしておくと、接続した機器からのデータのボ

ーレー トに、自動的に合わせます。

田句              コ  ー士
「

.

0卜Vの トランシーブ機能を設定する項目です。
Ci ―Vシステムによ り、トランシープのON/OFFを 選
択 します。

田戸F
L「 r ~7ヨ r

C卜Vの周波数データ長を設定する項目です。
周波数データは、i C- 731が4byt e、 他のC卜V搭載機 ( 本
機も含む)は5byt eになっています。
OFF i 5byt e
ON : 4byt e
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Ｅ
一メモリーの操作

8- 1メモリーチャンネルについて

自由2メ モリーの操作方法
□ M口CHの呼び出しかた

( 1) VFO状態で呼び出す

( 2) MEMO状態で呼び出す

( 3)サブ側M―CHの呼び出し

メモリーチヤンネル ( 以下、M―CHと略します)は、1～ 99までの99

CHと、P1/P20Hがあります。
本機のメモリーは、メイン側とサブ側共用となつており、メモリ

ーの書き込み操作は、通常メイン側で行います。
スプリット運用時のみ、サブ側でもメモリーの書き込みや、クリ
アなどの操作ができます。
M-OHの 用途は、次のようになつています。

M―CHの呼び出しは、メモリー状態でM―CHを切り替える方法と、
VFO状 態でA/1i CHを切り替えたのち、メモリー状態にする方法
があります。

①M―CHのUPまたはDOWNス イッチを押します。
1回押すことに、10Hづつアツプまたはダウンします。
押し続けると、連続動作します。

○ 目的のM-OHを セットしたのち、VFO/h/1EMOス イツチを押
し、メモ リー状態にすると、メモリーの内容が表示されます。

R/1- CH UP/DOWNス イッチを押 し、目的のM―CHをセットし
ます。

デュアルワッチまたはスプリットモー ド時には、サブ側でもメイ
ン側でメモ リーされたM―CHを呼び出すことができます。
サブ側のVFO/MEMOス イッチと、3UB M―CH UP/DNス
イッチを、メイン側と同様に操作 して呼び出してください。

M―CH 用    途

1- 99 通常のM―CHと して使用 します。
周波数とモー ドを記憶 します。

P1/P2
プ回グラムスキャン用のM―CHです。
スキャンの上限・下限周波数を記憶 します。
通常のM―CHと しても使用できます。

VFO/MEMO M― CH UP/DOWN

O OOOOOO

OPopop□ 9
口
０
０
０
０

I J ―rf . 1軍
『

. 『軍

何も書き込まれていないCHを示す

H表示 ( メ イン側 )

O OOOOO

oモユ。埠ユ。埠]口埠]
０
ロ
ロ
０
０

SUB M―CH UP/DN
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□ MECHへの書き込みかた

( 1) VFO状態で書き込む

( 2)メ モリー状態で書き込む

メモリーの操作 8

M―CHへ書き込む ( 記憶させる) と きも、VFO状態とメモリー状
態からの書き込|みがあります。
通常、メモリーヘの書き込みは、メイン側で行います。

《例》USB 14. 13000MHzを M―oH` 10″ に書き込む
①M―CH UP/□ oWNスイッチを押し、M, oHを 1`0″ にセッ

トします。

○ 周波数 1`4. 13000〃 、モード U`sB″ をセットしま: す。

※①、○ の操作は、どちらが先でもかまいません。

③MWスイッチを約1秒 ( ビ ッピピが鳴る) 押 します。    |
以上の操作で、M― cH` 10イ にUG白 14. 13000MHzが 書き込
まれます。
※ BLANK表 示があるときは、書き込みと同時に消灯 します。

● 交信中にその周波数を記憶させたいときは、M― cHを セ ットし
て、 A/1Wス イッチを約 1秒押 してください。

メモ リー状態では、記憶内容が確認できますので、M―GHの 内容
を変更するときなどに使用 します。

《例》M-OH` B″ の内容々AR/115. 35000MHzr亡 書き替える
①M―CH uP/EDOWNス イッチを押し、M―CH` 8″ を呼び出

します。

③周波数 1`5。 35000″ 、モード A`Mイ をセットします。

AM

把軍, ヨ5二L『『   旺M0

98cH

※ M―CH` 8″ がブランク状態のとき、バンドキーを押すと、
そのバンドの周波数が表示されますから、メインダイヤルで
周波数がセットできます。( テンキーも使用できます)

③MWスイッチを約1秒 ( ピ ッピピが嶋る) 押 します。
以上の操作で、書き込み (書き替え ) ができます。

◎ メモリーパッド( CP73)の内容を書き込みたいときtょ、
①記憶させたしヽM―oHをセットします。
③MP― Rスイッチを押し、メモリーパッドを呼び出します。
③A/1Wス イッチを約1秒押します。

M―CH uP/DOWN

〇 〇〇 〇〇 o

6モユ。将ユ。埠]口埠]
０
〇
〇
〇
〇

USB

I ■ |ヨ憩. 『
『

 
い°
  |ュ R

M―CH UP/DOWN

O OOOOO

oP。 9。9□ 留
口
０
ロ
ロ
０
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8 メモリとの操作

固M口CHの内容をVFOに転送するには

日メモリーク リプの しかた

ロサブ側IM口CHの操作

( 1) XFCt tMW
121XFCt tM, V
l al XFC+OL. EAR

M―CHの言3億内容を、VFOに 転送することができます。

①メイン側をVFO状 態にします。

OM―CH UP/DOWNス イッチで、転送するh/1- CHをセットし
ます。

③M>Vス イツチを約1秒 ( ピ ッピピが鳴る) 押 します。
h/1- CHの内容がVFOに 転送されます。

不要になつたM― C門の内容を消去することができます。

①メイン側をメモリー状態にします。
※ VFO状 態ではできません。

④M―CH UP/□ OWNス イッチで、不要になつたM―CHを呼び

出します。

③CLEARス イッチを約1秒 ( ビ ッピピが鳴る)押 します。
メモリーの内容が消え、 B`LANK″ が点灯 します。

スプリット運用時、サブ側でメモ リー操作ができます。
※ デュアルワッチ運用時は、メイン側でしか操作できません。

● スプリット運用時、サブ側では、次のメモ リー操作ができます。

( 1)メ モリーヘの書き込みは
XFCス イッチを押 しながら、MWスイッチを約1秒押 します。

( 2)メ モ リーの内容をVFOに 転送するには
XFCス イッチを押 しながら、R/1>Vスイッチを約1秒押 します。

l al メ モリーを消去するには
XFOス イッチを押 しながら、CLEARス イッチを約1秒押しま

す。

以上のように、メイン側のメモ リー操作にXFCス イツチの操作を
加えれば、サブ側でのメモ リー操作ができます。

O OOOOO

OP。 9。9口9
０
口
０
０
ロ

O OOOOO

09。pop口9

O OOOOOO

。gop。曾口9
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8- 3メ モリーパッド機能の使いかた

回書き込みかた

□ 呼び出しかた

MP―W(ライト)

OOOOOo

。9。 pop□ 曾
０
口
０
０
ロ

メモリーの操作 8

本機には、通常のM-OHとは別に、運用中の状態を瞬時に記憶、
呼び出しができるメモリーパッドがあります。
メモリーパッドチャンネルは通常5CHあ り、セットモード( L) 1こ
より、100Hに拡張することができます。 ( cP87)

①記憶させたい状態にあるとき、MP―Wスィッチを押します。
最初のメモパッドチャンネルに書き込まれ′ます。

○ 運用状態を変えて、再度MP―Wを押します。
A/1P―Wを押すことに、50Hのメモパッドに‖贋次書き込みが行わ
れ、5CH以上になると、古い方から消去し、新しい内容を書き
込みます。

VFOま たはメモリー状態の
運用周波数 メモパッドチャンネルの記憶内容

※図の場合、MP―Wスイッチを押す
と、USB 21. 288. 22MHzが 新し
く書き込まれ、古い順に消去する。

①MP― Rスイッチを押します。
上記□ で最後に記憶されたメモパッドチャンネルを呼び出しま
す。

②以下、A/1P… Rスイッチを押すことに、記憶の新しいl l l d番 に呼び
出されます。

VFOまたはメモリー状態の
運用周波数

四〇

USB 21. 2813. 22
4

メモパッドチャンネルの記憶内容

USB 14. 195. 00

US日1 14口182Ⅲ40
USB 21. 018口 06
Ui SB 21. 024口52
USB 21, 276. 00

ＭＰ・Ｒ〇
一

ＭＰ中ＲＯ

通常のM―CHと 同様 に、スプ リッ ト運用時はメモ リーパ ッドもサ
ブ側でも操作できます。
● XFCス イ ッチを押 しながら、上記操作を行 ってください。

USB 14口 195, 00

USB 14. 182田 40

Ψ$B21口 018口06
USB 21. 024. 52

USB 21. 276. 00

O OOOOOO

。popop口9

( サブ側での操作 )
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■
一その他の機能の使しヽかた

9- 1ブ レークイン機

ロセミブレークインの運用

BK― IN( ON: LED点灯)

KEY SPEED

ロフルブレークインの運用

能の運用
CWモ ー ド運用時、電鍵の操作 にしたがって、自動的に送信 と受

信を切 り替えることができます。

本機のブレークイン運用には、セミブ レークインとフルブ レーク

インの2種類があ ります。

電鍵を押すと自動的に送信状態とな り、電鍵を離すと一定時間送

信状態を保持 したのち、受信状態にな ります。

①本機を受信状態にします。

OBK― l Nスイッチを押し O`N″ ( LED点灯) に します。
※ FULLスイッチは O`FF″ ( LE□ 消灯) に しておきます。

③電鍵を操作します。
送信から受信への復帰時間は、DELAYツ マミで調整します。
ツマミを右に回すほど、復帰時間が長くなります。

( エ レクトロニックキーヤーの場合 )

● マニユピレーターをELEC― KEYジャックに差し込みます。
● マニュピレーターを操作し、KEY SPEEDツ マミで、キーイ
ングスピードを調整し、上記③③の設定を行います。

電鍵の操作にしたがって瞬時に送受信が切 り替わ り、キTイング
中でも信号を受信することができます。

①本機を受信状態にします。

OBK- l Nスイッチを押し O`N″ ( LED点灯) に します。

③FULLスイッチを押し O`N″ ( LED点灯) に します。
以下、電鍵操作に入ります。
エレクトロニックキーヤーの場合も、上記□ と同様です。

◎ セミブレークインとフルブレークインのスイッチ状態

セミブレークイン

フルブレークイン

◎ ◎ ◎
０
口
０
０
０

O● OOOO
◎ ◎ ◎ ◎

ELEC… KEYジヤック

( ON: LED点 灯)

BK- l N( ON: LED点 灯)
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その他の機能の使いかた 9

9- 2 VOX(ボックス) の運用

ANT卜VOX

〔1) VOX OAINの調整

( 2) DELAYの 調整

( 3) ANTl ―VOXの 調整

本機は、SSB、 AM、 FMモー ド運用時、マイクロホンからの音
声で、送信と受信を自動的に切 り替えるVOX運 用ができます。
VOX運 用を行う前に、各スイッチ・ツマミを次のようにセットし
てください。

VOX回 路の感度を調整 します。
マイクロホンに向つて、普通に話す大きさの声で話しながら、VOX
- OAINツマミをゆっくり右に回し、送信状態に切 り替わる位置に
セットします。あまり回しすぎると、音声以外の雑音で誤動作 し
ますのでご注意ください。

送信状態から受信状態に切 り替わる、復帰時間を調整 します。
通常の会話スピー ドで話 しながら、会話の途中で受信状態に切 り
替わらないように、DELAYツ マミを回して調整 します。

本機のスピーカーからの受信音で、送信状態にならないように調
整 します。
聞きやすい音量で受信 しているときに、スピニカーからの受信音
でVOX回 路が動作 しないように、ANTI―VOXツ マミを回して
調整 します。

9… 3モ エター機能の使いかた
自局の送信電波をモニターすることができます。
送信電波をモニターすることで、自局の送信音質をチェックでき
ますので、M10 TONEの調整などにも利用できます。

①MONITOロ スイッチを O`N″ にします。

OMON10AINツ マミで、モニター音の音量をプリセットします。
以後、AF(音量) ツマミに連勲して、千二ター音が大きくなった
り、小さくなったりします。

※ オプションの音声合成ユニ ットUT- 6Sを装着 したときの、発声
音量のプ リセ ットも、MON1 0Al Nツ マミで行います。

VOX

VOXス イッチ ON(才甲し込んだ位置 )

TRANSMl Tス イッチ 受 信

VOX中OAi Nツマミ 左に回 じ切る

ANTI… VOXツ マミ 左に回 し切る

DELAYツ マミ 左に回 し切る

０
〇
〇
〇
〇
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9 その他の機能の使いかた

9- 4ス キャンの操作
ロスキャンを操作する前に

( 1) SQL(スケルチ) ツマミの設定

( 2)スキャンスピー ドについて

( 3)デュアル時のスキヤンについて

ロプログラムスキャン

VFO/MEMO 30AN

本機のスキャンには、プログラムスキャン、メモ リースキヤン、
セ レク トメモリースキャンがあります。
● スキャンは、メイン側でのみ動作 します。

スキヤン時のSQLツ マミの設定は、運用状況に応 じてセットして
ください。
● スケルチが開いているとき : 連続スキャンします。
● スケルチが閉じているとき : 信号によリー時停止し、再スター

トします。
※ 信号受信中は約10秒停止 し、再スター トします。10秒以内に
信号が途切れると、約2秒で再スター トします。
セットモー ド( L)で、再スター トの条件を変更することができ
ます。 ( CP87)

スキャンスピー ドを遅くしたいときは、セットモー ド( L)により変
更することができます。 ( CP67)

本機のスキヤンは、メイン側だけで動作 します。
したがって、デュアルワッチおよびスプリット運用モー ド時にス
キャン操作をしたときは、メイン側がスター トします。
また、プログラムスキャン時は、メイン側をVFO状 態に、メモリ
ースキヤン時は、メイン側をメモ リー状態にしてくださしヽ。

メモリーチャンネルの P`l ″ と P`2〃 にセットされた周波数の範
囲をスキャンします。
初期設定として、いPl 〃 に0. 050. 00、 P`2〃 に29. 999. 99R/1Hzが
セットされていますが、通常のM-OHの書き込みかた( CP71)で
任意の周波数に書き替えができます。
※ P`l 〃 と P`2〃 が同じ周波数のときは、スキャンしません。

①メイン側をVFO状 態にします。

Oh/1CD DEス イッチで、モード( 電波型式) を指定します。
モードは、スキャン動作中でも変更できます。

③30ANス イッチを押すと、プログラムスキャンがスタートしま
す。
スキヤン動作中は、kHz桁とh/1Hz桁のデシマルポイントが点滅
します。

④もう一度SCANス イッチを押すと、スキャンを解除します。

O OOOOOO

○モユ。t t P。埠]口埠]

MODE

76



ロメモリースキャン

日セ レク トメモ リースキ ャン

( 1)「セレクト」指定のしかた

M―CH
UP/DOWN

( 2)セ レク トメモ リースキャンの操作

その他の機能の使いかた 9

M―CHの 1`″ から 9`9〃 cHのすべてをスキャンします。
なお、ブランク ( 記憶されていない) OHはスキップします。

①メイン側をメモリー状態にします。

OSCANス イッチを押すと、メモリTスキャンがスタートします。
スキヤンは、M―CHの 1`″ から 9`9〃 の方向にスタートしま
す。

③もう一度SCANス イッチを押すと、スキャンを解除します。
※ メモリースキャン時、2CH以上に書き込みが行われていないと、
スキヤンはしません。

「セレクト」の指定されたM-OHだけをスキャンします。

①メイン側をメモリー状態にします。

OM―CH UP/DOWNス イッチで、「セレクト」指定するMヽ CH
を呼び出します。

③SELスイッチを押します。

※ 「セ レク トJ は、2CH以 上に指定 してください。
l CHしか指定のないときは、スキャンしません。

①メイン側をメモリー状態にします。

030ANス イッチを押します。
メモリースキャンがスタートします。

③SELスイッチを押します。
メモリースキャンから、セレクトメモリースキャンに変ります。
※セレクトメモリースキャン中、SELスイッチを押すと、メモ

リースキャンに戻ります。

④もう一度SCANス イッチを押すと、スキャンを解除します。

〇 〇〇 〇〇o

①popog口9
０
口
０
〇
〇

O OOOOOO
O CEEI CI El cI EI

opopop口9 USB

Fi  l 軍5, 『『

O OOOOOO

。g。
9。9口9

SCAN
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9 その他の機能の使いかた

9- 5内 蔵アンテナチューナーの運用

Eアンテナチューナーの操作

E強制チューンの動作

■ その他のこ注意

本機に内蔵のアンテナチューナーは、16. 7～ 1500( SWR: 3以内)

の範囲で、チユーエング ( 整台)をとることができます。
● チュ十二ングがとれると、その状態を記憶 ( 100KHzこ と) し、次

にその周波数を選んだときは、自動的にプリセットされ、送信
状態にすると瞬時にチューニングが行われます。

● アンテナのSWRが 高く ( 約 1. 5～3の範囲)なると、自動的にアン
テナチューナーが動作 します。
※ セットモー ド( L)で、この機能を O`FF″ にできます。 ( C
P88)

( 1) TUNERス イッチを1回押すことに、内蔵アンテナチューナー
がON/OFFし ます。

( 2) TUNEロスイッチを約1秒押すと、強制チューエング動作にな
り、SWRが 最小になる点で、チューン動作を終了します。

①TUNERスイッチを約1秒押します。
キャリア送出のため、いつたんCWモ ー ドにな り、TX LE□ が
点灯 ( ス プリット時はSUB TX LE□ ) し ます。

この間に、強制的にチューニング ( 整台 ) 動作を行います。

①チューニングが完了すると、CW表示とTX LE□ が消灯 し、元
の運用状態に戻 ります。

※ チューンがとれない場合、チューナーは自動的にスルーとなり
ます。
なお、チューナー O`N″ 時、受信信号もチューナーを通過 しま
す。

・ANTは たはANT 2コ ネクターがオープン ( ア ンテナが接続
されていない) J 犬態では、絶対に送信 しないでください。

・ANT l とANT 2コ ネクターに2本のアンテナが接続されてい
る場合は、ANT1/2ス イッチで、アンテナを選択 してください。
( 運用周波数帯とアンテナの周波数帯を合わせる )

・運用周波数を100kHz以上変化させると、アンテナチューナーは
プリセット動作を行じヽますが、プリセット後でも送信時のSWR
が約1. 5以上あるときは、必すTuNERス イッチを約 1秒間押し
て、強制チューニングを取つてください。
強制チューエングをしないで送信すると、送信と同時にチュー
ニング動作を行しヽ、頭切れの原因になります。

O OOOOOO

。popop□ 9
〇
口
０
０
０
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同
旧調整につい 10

■ 調整 につ いての こ注意         本機は、厳重な管理のもとで生産、調整されていますので、操作
上必要のない半固定ボリュームや、コイル、トリマーなどには、
触れないようにしてください。
むやみに触ると、故障の原因となることがありますので、ご注意
くださしヽ。

メインダイヤルのブレーキ調整

メインダイヤルを回転させるときの、トルク ( 重さ) を調整できま
す。
● メインダイヤルのゴムカバーを外し、調整ネジを回すことによ
り、チューニング時の重さが変ります。
右方向に回すと重くなり、逆に回すと軽くなります。

2 移動運用時のパワーダウン( 50W) (注 口l Ch775DXI I ( 100W機) のみ〕

I Fユニット( Sl ) ス イッチ

50W一- 100W

SW日の測定

電波法で、「移動するアマチュア無線局の空中線電力は、50W以
下」と規定されていますのでこのまま移動局として使用するこ
とはできません。
200W機は、移動局として申請できません。
移動局として使用する場合は、 l F基板の ( Sl ) スイッチをLOW
( 50W)側に切 り替えてください。
● 分解手順にしたがって、下カノミーをはす します。 ( 患 P84)
● l F基板の ( 31)スイッチを切 り替えます。

( Sl ) スイッチの位置は ( CPBl )の写真をご覧ください。

本機は、SSBモ ー ドのように、常に変動するような送信出力で
も、安定 した演」定結果が得られる、SWR測 定回路を採用 してい
ます。SW日の測定は、次のように行います。なお、アンテナチ
ューナーを使用 していな いときのSWRを 測定する場合 は、
TUNERス イッチを O`FF″ にしてから行ってくださしヽ。
①送信出力を、約30W以上にします。

OR/1ETERス イッチをSWRに します。

③SWRメ ーターの指示が 1`. 5″ 以内であれば、マッチング状態
は良好です。 1`. 5″ 以上のときは、アンテナのマッチングを調
整 してくださしヽ。

※ SSBモ ードによるSWRの 測定は、マイクロ本ンに単信号 ( 「ア
ー」の連続音または回笛など)を入力して測定 します。

０
口
０
０
０
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10調整について

4 ビープ音 ( 操作首) のプリセット

本体左側面( カバーを外して)
ビープ音の音量がプリセットできます。
受信音などのじやまにならない、適度な音量にできます。
調整後、ビープ音はAFツマミに比例 します。
● 分解手順にしたがって、上下カバーを外 します。 ( ピ P84)
● 左側面にあるボリューム ( R26)に て調整 します。
右に回すほど大きくなります。

※ セットモー ド( L)で ビープを O`FF″ にしているときは無効
です。

5 ディスプレイのディマー調整 ( セットモード( S) )

ディスプレイおよびメーターのバツクライトの明るさをプリセッ
トすることができます。 ( スイッチのLEDも含みます )

● 分解手順にしたがって、上下カバーを外 します。 ( CPB4)
● セットモー ド( S) 1こ し、 b`「 i 富 ht ″ の項目にし、 L`O〃側を選
択 します。 ( ぼ P64)
※ H`l ″ 側は一定の明るさにしていますので調整できません。

● 左側面にあるボリューム ( R201)にて調整 します。
右に回すほど明るくなります。

本体左側面( カバーを外して)

6 基準周波数の校正 ( セットモードに3) )

本体右側面( カバーを外さない)

本機は、」J Yなどの標準電波を利用して、周波数校正を行うこ
とができます。
● 周波数校正を行うときは、l Fフ ィルター、NOTCH、 TWi N
PBT、 RI T/△ TXなどを、正常時に戻してください。

①表示周波数を14. 999. 00MHz、 モードUSBをセットし、l KHz
のシングルトーンを聞きます。

③信号強度が S`9″ になるよう、PREAMP/ATTを セットし
ます。

③セットモード( 3)にし、`CAL〃の項目を O`N〃にします。( CP66)

④図の位置にあるOALト リマーを回して調整します。
』』Y信号とマーカー信号のビー ト曽どうしで生じるうなりの
同期が、できるだけ長くなるように調整 します。

以上の操作で周波数校正ができますが、」J Yの標準電波は、他
の周波数にも出てしヽますので、上記以外の周波数 ( 」』Y信号 - 1
KHzの周波数)やモー ドでの周波数校正もできます。
※ 調整後、セットモー ド C`AL″ は O`FF″ にしてください。
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調整につしヽて 10

■ 内部について

嶺
占
翌
Ｇ
庫

―
ふ
会
ヽ
ヽ
ハ
田
ハ
ト
末

崩
ヽ
一●
Ｇ
麟

―
も
会
ヽ
ト
ハ
阿
ハ
ト
末

Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｚヽ
０

Ｇ
Ｉ
▲
３
眠
ト
ーー
い

い
か
ヽ
く
衝
働
）

章
目
Ｔ
Ｉ
章
目

一工
　
　
章
０
ヨ

ミ骨
両D

（＜
母
ｋ
ｌ
Ｈ
コ
０
口

ユ
か
―Ｉ
Ｈ
ヨ
ヨ
住

と
か
――
吋
Ｌ
に

81



■
一11 保守について

本機の清掃について

本機にほこりや汚れなどが付着 した場合は、乾いたやわらかい布
でふいてください。
特に、シンナーやベンジンなどの有機溶斉」を用いますと、塗装が

はげたりしますので、絶対にご使用にならないでください。

2 リセットのしかた

本機を運用中に、静電気などの外部要因でCPUが 誤動作 し、デ

ィスプ レイの表示内容が異常になつた場合は、いったん電源を切

り、数秒後にもう一度電源を入れて ください。

それでも異常があれば、次のようにリセ ット操作を行つてくださ

しヽ。

①いったん、電源を切ります。

OCLEARス イッチを押しながら、電源を O`N〃 にします。
初期設定状態の表示になります。

● リセット操作を行しヽますと、すべての操作モー ド、M―CHの内

容などが初期設定値に戻 ります。
必要な運用情報は、再度セットしてください。

※初期設定される内容

ご注意 リセット操作を行うと、セットモー ドの内容がすべて初
期値に戻 ります。オプションフィルターを付加 している
ときや、□ SP回路の各種セットを行つている場合など、
再度セットモー ドの設定を行つてください。

○ ○ ○ ○ OO

①将ユ。埠ユ。埠]口埠]
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ｍ一　ｒｒｃＨ
用
日

ｕｓＢ
〉”
兜

同
日

イ

VFO周 波数 14. 100. 00MHz USB
M―CHl ～ 99
Pl 、 P2

ブランク ( 表示は 1`0H″ に戻る)

Pl  : 0. 050. 00  P2123. 999. 99
メモリーパッド 1～3 ク リア

バンドスタッキングレジスター 初期設定値に戻る ( 庫 P33)
セットモー ド( 3) ( L) すべて初期値に戻る ( qPB4～83)

周波数ステ ップ ( TS) SSB、 CW、 RTTYモ ー ド 10Hz
AM、 FMモー ド l kHz

FI LTERSス イッチ 初期状態

APF/NOTCH関 係 初期状態

日l T/△ TX関係 初期状態
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保守について 11

3 リチウム電池の消耗について

本機は、CPUの 内容をバ ックアップするため、リチウム電池を
使用 しています。
リチウム電池が消耗すると、CPUが 動作 しな くな り、デ ィスプ
レイの表示が初期状態 になって しまいます。
※ メモ リーの内容はEEPROMに よ り保持されてしヽます。

● リチウム電池の寿命は、約5年です。
● リチウム電池の交換は、必すお買 しヽ求めいただいた販売店また

は弊社営業所サー ビス係 に、お申 し付けください。

◎ リチウム電池は、前面パネルの裏側 に取 り付けられています。

①全面パネルをはすす ( 分解手順CPB4) ○ リチウム電池の取り付け位置

―

4 ヒユーズ交換のしかた

( 1) ACヒ ューズ ( 後面パネル ) ヒユーズが切れ、本機が動作しなくなった場合は、原因を取り除
しヽたうえで、定格のヒューズと交換してくださしヽ。

○ ヒューズ交換後、ヒューズホルダーを押しながら
右に回して、元どおりにする。

①押しながら左に回して、ヒューズホルダーを
取り出す。

( 2) DCヒ ューズ ( I Fユニット)

● ヒユーズの定格 ACi FCMB

DCヒ ューズは、下カバー側の I F基板上 にあ ります。
( CPBl )の写真をご覧 くださしヽ。

( 12A)  DC: ACB( 2A)125V
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団
団12 オプションの取り付けかた

分 解 手 順

( 1)上下カバ亨のはすしかた

POWERス イッチを O`FF″ にして、本機に接続されている
AC電源ヨー ドおよび他の機器との接続ヨー ドをすべてはすして
おきます。

上カバー取 り付けネジ ( 1日本)および下カバーネジ ( 日本 ) を はす し
てください。

● 上カバーーをはすすと、左側から
①レギュレーターユニット
OPAユ ニット
③チューナーユニット
の各ユニットが現れます。

● 下カバーをはすすと、
l Fユニット、RFユニット、PLLユニット
の各基板が現れます。 ( む P81)

( 2)前面パネルのはすしかた 通常は、前面パネルをはすすような調整はあ りません。
リチウム電池を交換するときなどは、はすしてください。

● 前面パネルのとめネジ ( 8本 )を はす します。
ネジをはす したのち、ゆっくりと手前に前面パネルをヨ|きます。

OD― 、

Cと コ ト 、 、
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オプションの取り付けかた 12

オプションフィルターの取り付けかた

フィルターの特性 ( げP58)
卜 L中 ギz/ - 8d日 ncl  l F
F言 ! B. OkHz/ - 6dB n〔 F
―L_― μμH KHZ/ - 8dB 2n〔

―昂ロハ Hz/一 nd日 |

l . 9kHz/ - 6dB 3rd F

● 2nd i F( 3MHz帯 ) フ ィルター部

オプションフィルターは、下カノミー側 I Fユニットに取り付けますも

①分解手順 ( CP84)に したがって、下カバーをはすします。

③l Fユニット基板上に、該当フィルターの名称がE日刷されていま
すので、所定の位置に差し込みます。 ( cP81写真参照)

03「d i F( 455kHz帯 ) フ ィルター部

( ご注意) ォプションフィルター取り付け後は、セットモード( 3)に して、
該当フィルターのON/OFFを指定してください。 ( 惨 P89)

FL- 102 FL- 222

音声合成ユニットUT- 88の取り付けかた

UT- 86は、日本語または英語で、モードおょび周波数を発生する
ユニットです。
● U丁 - 66を取り付け後、運用モードはMODEス イッチを操作す
ることに、自動的に発声します。

● 周波数は、SPEECHス イッチを押すことに発声にノます。

①分解手順( CPB4)に したがって、上カバーをはすします。

②前画パネル裏側 ( メ ーター裏側辺) に、メインユニットの」1コネ
クターがありますから、UT- 86を差し込んでください。

UT- 66を取り付け後、セットモー ド( L)で発声の種類をセットし
てください。 ( CP67)
また、発声の音量は、A/10NI  CAINツマミでプリセットするこ
とができ、受信音とのバランスが調整できます。 ( げ F) 75)
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12 ォプションの取り付けかた

4 CF+282(高安定基準発振水晶ユエット) の取り付けかた

● 水晶の特性
0. 5ppFn以 内 ( - 30° C～ +60° C)

本機の周波数安定度を、さらに優れたものにするための、高安定
基準発振水晶ユニットです。

①分解手順 ( CP84)に したがって、下カバーをはすします。

②PLLユニットの取り付けネジ ( 10本)をはすし、前画パネルか
らのリボンケーブルをヨネクターから抜いておきます。

③PLL基板を矢印の方向に起こします。

④OR- 282の 取り付け位置に付いている、元からある水晶を基板
の裏から八ンダをはすして、取り除きます。

⑤CR- 282を 所定の位置に差し込み、Aンダ付けします。

CR- 282取り付け後、周波数の再調整が
必要にな りますから、弊社各営業所サー
ビス係まで、こ相談ください。

リボンケーブル

ハンダ付けポイント

PLLユニット
矢印の方向に起こす

5 ラックマウント八ンドルの取り付けかた

ラックマウント八ンドルMB- 19は、ラツク収納や、本機の持ち運
びが楽にできます。

● 前面パネル両サイ ドの取 り付けネジを外 し、ラックマウント八
ンドルを図のように取 り付けます。
R/1B- 19に 付属のネジをご利用ください。
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免許の申請について 13 ■
一

本機 は技術基準適含証明を受けた『技適証明送受信機』ですか ら、
設計書」は、下記の要領で記入 して ください。

免許申請書類のうち「無線局事項書及び工事

注 : i C- 775DX I 1/200は 200Wと記入してください。
注 . i C- 775EI X I I ( 100W)で 、移動局として申請するときは、50Wと 記入してください。

i C- 775DX I 1/200( 200W)は 、移動局として運用できません。

本機の後面パネルに、技適証
明マークと K`″ から始まる 10
補の技適証明番号が印刷され
たシールを貼っています。
その番号を記入してください。

技適マーク

「技適証明送受信機」ですから
記入する必要はありません。

技適証明送受信機に付属装置
( TNCやRTTYな ど) 、 また
は付加装置 ( トランスノヾ考 や
パワーブースタなど) を付ける
場合は、非技適証明送受信機
となりますので、この部分を
ご記入ください。

使用する空中線の型式を記入
してください。

i C- 775DX I i C- 775DX1/200

21希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式
―

1. 9M A )
)

3. 5M A , A3. A3」 . Fl )
)

3. 8M A A3. A3』 =Fl )
)

M 100置 A . A3. A3」 . Fl )
)

OM A . Fi .   .   = め )

4M A A3. A3t J . F )
)

18M A . A3 A3」 F )
)

21M A . A3. A3」 . F )
)

24M A . A3. A3t J , F )
)

2BM A i A3 A3」 . F3. Fl )
)

)
)

)
)

¥

22工 事 設 計 第1送信機 第2送信機 第 3送信機
変更の種別 取薔 増設 撤去 変更 取替 増設 撤去 変更 取替 増設 撤去 変更

技術基準適合証明番号 技適番号を記入する 技適番号を記入する

発射可能な
電波の型式、
周波数の範囲

Al      l . 9MHz
Al , F1   10MHz

合|! 饉
ぃ3U}28MHz

Al      l . gMHz
Al , Fl    10MHz

合|1饉
, A3』

} 20MHz

変 調 の 方 式
平衡変調
低電力変調
リアクタンス変調

平衡変調
低電力変調
リアクタンス変調

定 橋 出 力 W W W

終

段

管

名称個数
MRF140
( SRF」 7004MP)

X2

MRF140
( SRF」 7004MP)

X2
電  圧 27. 7   V 27. 5   v V

送信空中線の型式 周波数測定装置 A有 (

その他の工事設計 電波法第3草に規定する条件に合致している。1添 付 図 画 □ 送信
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1995年 3月現在

|, 912. 5 3, 500 , 5211 3, 575  3, 747 3, 754 3, 79‖

非常通信周波数 ( ± 5kHz)

AM/データ

, 040      7, 10□
非常通信周波数 ( ± 5kHz)

10, 100

注) 7. 030kHzから7, 040kt t zま での周波数は、外国のアマチュア局とのFl 電波によるデータ伝送にも使用することができる。

AM/データ

10, 08B  H oo H10 18】 88

注) 14, 100kt t zの 周波数は、UARLのアマチュア局 ( 」A21GY)の CWによる標識信号の送信を行う場合に限る。

AM/データ AM/画像

21, 000 , o70「 25 F50 , 3311  , 350 21, 450 24, 890

非常通信周波数 ( 土 10kHz)

FM/電話・電信
AM/データ AM/画像 レピータ レピータ

ぞB. 00 . 800      29. ol l

非常通信周波数 ( ± 10kHz)

29. 30 29. 510 . 810

バンドの使用区別について

電波を発射するときは、下記の使用区別図にしたがって運用 してください。

AM/データ AM/画像
AM錨辮 ル

Ah/1/画像 AM/データ

FM/電話・電信, データ画像

注) 2900MHzから2930MHzま での周波数は、外国のアマチュア局とのAM/電話・電信及びCWによる通信に使用することができる。

29. 70
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トラブルシューテイング

本機 は、すべて厳重な品質管理と厳 しい検査 によ り出荷されてお りますが、万一故障が生 じたときは、弊社各営

業所サー ビス係まで、その状況をできるだけ具体的にご連絡 ください。

なお、故障と思われるときでも、もう一度下表に したがって点検、確認 して ください。

口本機は、セットモー ドで運用条件を設定する項目が多数ありますので、リセット操作を行ったあとや、運用中に意図しな
いスイッチ、ツマミの動作になるときは、お手数ですがセットモー ドの設定内容の確認をお願い致します。

韓轍韻☆盤糠韻総韻線繊恭線鞭翻Ⅲ 隷鹸鹸轟翻綴繍鱗轟鱗欝 畿鞭講
電源が入らない 電源コードの接続不良 接続をやりなおす

電源コネクターの接触不良 接続ピンを点検する

ヒューズの断線 原因を取り除き、ヒューズを取り替える

スピーカーから音が出ない AFツマミが反時計方向になっている AFツマミを時計方向に回し、聞きやすい音量に調
整する

TRANSMI TまたはマイクロホンのPTTスイッ
チにより送信状態になっている

受信状態に戻す

外部スピーカーの接続ケーブルが切れている 接続ケーブルを点検し、正常にする

PHONESジ ヤックにヘッドホンが接続されてしヽる ヘッドホンを外す

感度が悪く強力な局しか聞こえない アンテナの不良または同軸ケーブ
' レ

のショート・断線 アンテナと同軸ケーブルを点検し、正常にする

ATTスイッチが O`N″ になつている ATTスイツチを O`FF″ にする

受信しているバンドと接続しているアンテナのバン
ドが適合していない

受信しているバンドに適台したアンテナを接続する

接続しているANTヨネクターとANT1/2スイッ
チが合つてしヽなしヽ

接続しているANTコネクターに合わせてANT1/
2スイッチを切り替える

電波が出なしヽ、電波が弱い 送信時、アマチユアバンド以外になつている アマチユアバンド以外は送信できなしヽので、周波数
をアマチュアバンドにセットする

RFツマミが反時計方向になつている RFツマミを時計方向に回す

M10ツマミが反時計方向になつている
( SS日、FM、 AMモード時)

Mi Cツマミを時計方向に回す

マイクロホンの不良またはMi CRCI PHCINEコ ネ
クター部の接触不良・断線

マイクロホンと、Mi CRCI PHONEコネクター部
を点検し、正常にする

アンテナの不良または同軸ケーブルのショート・
断線

アンテナと同軸ケーブルを点検し、正常にする

アンテナのSW日が3以上になつている アンテナを調整して、SWRを低くする

正常に受信でき、電波も出ているが
交信できない

SPLI Tス イッチが O`N″ になつている
( 送受信の周波数が違う)

SPLI Tスイッチを O`FF″ にする

日I T/△ TXスイッチが C`I N″ になってしヽて送信と
受信周波数がすれている

RI T/△ TXスイッチを O`FF″ にする

SSB信号を受信しているのに正常
な曽にならない

サイドノミンドが違つている
( SSB以外になつている)

SSBスイッチを押し、サイドバンド( LSBまたは
USB)を切り替えてみる

メインダイヤルを回しても周波数が
変化しない

LCI CKスイッチが C`I N″ になつている L00Kスイッチを C`I FF″ にする

SSB送信時に変調がひすみ、外部
雑音が多いと指摘された

Mi Cツマミを時計方向に回しすぎている 音声のピークでALCメーターの振れがALCゾー
ンを越えないように、Mi Cツマミを調整する

プログラムスキャンがスタートしな
い

メモリーチヤンネルのP1/P2に 、同じ周波数が書
き込まれている

メモリーチヤンネルのP1/P2に、それぞれ違った
周波数を書き込む

SQLツマミを回しても、スケルチ
が動作しない

SQLツマミをCWピッチコントロールに切り替え
ている

セツトモード( S)を確認する

NB―WIEl にスイッチを押しても、ノ
イズブランカーの動きが変化しない

NB―Wi EI EスイッチがNR LEVELツマミの
CIN/OFFに 切り替えている

セットモード( 3)を確認する

リセット操作を行つたのち、オプシ
ョンフィルターの選択ができない

セットモードの設定内容がクリア( 初期値に戻る) さ
れている

セットモード( L)を 確認する

90



定 格

1。 一般仕様
● 受 信 周 波 数 範 囲   o口 l ooo～ 23. 9999MHz
● 送 信 周 波 数 範 囲   1. 9A/1Hz帯   1. 9875～ 1. g125MHz

3. 5MHz帯   3. 5000～ 3. 5750MHz
3. 8MHz帯   3. И 70～ 3. 7540MHz

3, 7910-  3. 8050卜河Hz
7h/1Hz帯   7. 0000～ 7. 1000MHz
10MHz帯   10. l o00～ l o. 1500R/1Hz
14MHz帯   14. 0000～ 14口 3500MHz
18MHz帯   l B. o680～ 18. 1880MHz
21MHz帯   21. 0000- 21. 4500MHz

124A/1Hz帯   24. 8900^T24口 3900MHz
2BMHz帯   28. 0000～ 29. 7000MHz

● 電  波  の  型  式   I A3」 ( USB/LSB)、 Al ( CW)、 A3( AM)、 Fl ( RTTY)、 F3( FM)
● メ モ リー チ ャ ン ネ ル 数   l ol チ ャンネル ( スキャンエッジ2CH含む )
● アンテナイ ン ピー ダ ンス   50Ω 不平衡 ( ア ンテナチューナーOFF時 )
● ア  ン テ  ナ  端  子   M型 2系統
● 電   源   電   圧   AC85～ 135V
● 接   地   方   式   マイナス接地
● 使  用  温  度  範  囲   - l o' c～ +60° C
● 周  波  数  安  定  度   常温にて電源 O`N″ 1分後より60分後まで± 200Hz以内、その後1時間あた

り± 30Hz以内、 0° C～ +50。Cの変化において± 350Hz以内
オプションのCR- 282装着時は主100Hz以内

● 周 波 数 分 解 能  最」、l oHz
● 消   費   電   力   受信待ち受け時  140VA

受信時最大    150VA
送信時最大    760VA

● 外形寸法 (突起物を除 く)   424( W) X150( H) X390( D) mm
● 重         量   約16. 7kg

2. 送信部
●送  信  出   力   ssB/cW/RTTY/FM 10owQoow)～5W連続可変

AA/1 50W～5W連続可変
● 変   調   方   式   ssB 平衡変調

AM  低電力変調
FM  リアクタンス変調

● ス プ リ ア ス 発 射 強 度   - 80dB以 下
● 搬  送  波  抑  圧  比   40dB以 上
● 不 要 演J 波 帯 抑 圧 上ヒ   55dB以 上
●マイクロホンインピーダンス   600Ω
● △TX 可 変 範 囲   ± 9, 999kHz
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|ギ|+6走 格

3. 受 信 部
●受  信   方   式   SSB/CW/RTTY/AM クワドラプルスーパーヘテロダイン方式

トリプルスーパーヘテ回ダイン方式
● 中 間 周 波 数 h/10□ E 第 1 第 2 第 3 第 4

SSB 69. 0115h/1Hz 9. 0115MHz 455kHz 10. 695MHz
CW/RTTY 89. 0106X/1Hz 9. 0106MHz 455KHz 10, 895N/1Hz
AN/1/FM 69. 0100MHz 9. 0100h/1Hz 455KHz

● 受   信   感   度   SSB/CW/RTTY
( プリアンプ1｀ CIN″ )    0. l h/1Hz～ 0. 5MHz   +6dBμ 以下10dB S/N時

1. BMHz～ 29. 990MHz T16dB〃以下10dB S/N時
AM

F林
: W呂曇113: 盟品好占zくこ

2i i : レ按卒|‖ 8昌 昌チN罷
28MHz～ 23. 990MHz - 6dB〃 以下12dB Si NA□ 時

● ス ケ ル  チ  感  度   SSB +10dBμ 以下

( プリアンプ1｀ON″ )   FM - 10dB〃 以下
● 選     択     度   FM          15. OKHz以 上/ - 6dB

AMワイド      30. OKHz以 下/ - 80dB
AMノ ーマル     8. OkHz以 上/ - 8dB
SSBワ イド      20. OkHz以 下/ - 80dB
AMナロー      2. 4kHz以 上/ - 6dB
SSBノ ーマル    4. OKHz以 下/ - 60dB
CW/RTTYワ イド  500Hz以上/ - 6dB
CW/RTTYノ ーマル  1. 8kHz以下/ - 80dB

● ス プ リ ア ス 妨 書 比   70dB以上
● 低  周  波  出  力   2. 8W以上 ( 8Ω 負荷、10%歪率時)

● 低周波員荷インピーダンス   80
。RI T 可  変  範  囲   ± 9. 999kHz

4. アンテナチューナー部
● 出  力  整  台  範  囲
● 定 格 入 力 電 力
● 最 小 動 作 電 力
● 整    台    精    度

● 挿 入 損 失
● 消 費 電 流

16. 7～ 150Ω 不平衡 ( SWR: 3以 内 )

100W
8VV
VSW日 1: 1. 5以下 ( モニター停止時SWR値 )

1. OdB以 下 ( 整台状態にて )

l A以下

※ 損」定値はJ AI A(日 本アマチュア無線機器工業会)で定めた測定法によります。
※ 定格、外観、仕様などは、改良のため、予告なく変更することがあります。
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■ アフターサービスについて

機械が故障したときは
● 保証書につしヽて
保証書は販売時で所定事項 ( お買い上げ日、販売店名 ) を記入の
うえお渡 しいたしますので、記載内容をご確認いただき、大切
に保管してください。

● 修理を依頼されるとき
「トラブルシューティング」にしたがってもう一度証|べていただ
き、それでも具合の悪いときは、次の処置を してください。
保証期間中は
お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係にこ連絡く
ださい。
保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証書を
添えてこ依頼 ください。
保証期間後は
お買しヽ上げの販売店または弊社各営業所サービス係にご連絡く
ださい。修理することにより機能を維持できる製品については、
こ希望により有料で修理させていただきます。

● アフターサービスについてわからないときは
お買い上げの販売店または弊社各営業所サービス係にお間しヽ合
わせ くださしヽ。

■ オプションユエットー覧表
i C〕 - 4KL HFオールバンド500Wリ エアアンプ

CR- 282 高安定度基準発振水晶ユニ ット

FL- 222 455kHzt t SS日 ナローフィルター 〈1. 9kHz/ - 6dB〉
FL- 53A 455kHzt t CWナ ローフィルター 〈250Hz/ - 8dB〉
FL- 101 9h/1Hzt t CWナローフィルター ( 250Hz/ - 6dB〉
FL- 102 9h/1Hzt t AR/1フ ィルター 〈8KHz/ - 8dB〉
FL- 223 9MHzt t SSBナ回―フィルター 〈1. 9kHz/ - 6dB〉
SA/1- 20 アツプ/ダウンスイッチ付きデスクトップマイク回ホン

HM- 36 アツプ/ダウンスイッチ付き八ンドマイクロホン

SP- 20 オーディオフィルター付き外部スピーカー

UT- 86 音声合成ユニ ット

EX- 827 HFオートマチックアンテナセレクター

h/1B- 19 ラックマウント八ンドル

CT- 18 サテライ ト通信用インターフェイスユニ ット

CT- 17 Ci ―Vレベルコンバーターユニット
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高品質カラーマ0。

アイコム株式会社
本 社 547大阪市平野区加美東6丁目9- 16
北海道営業所 060本し幌市中央区大通東9丁目14
仙 台 営 業 所 984仙台市若林区若林1丁目13- 48
東 京 営 業 所 130東 京都墨回区緑1丁 目22- 14

金 沢 出 張 所 921金沢市高畠1丁 目335
大 阪 営 業 所 547大阪市平野区加美商1丁目8- 35

四 国 営 業 所 760高 松市塩上町2丁 目1- 5
九 州 営 業 所 815福岡市南区塩原4丁目5- 48

TEL
TEL

011) 251- 3888
022) 2857785

TEL( 03) 56000331
名古屋営業所 466名 古屋市昭和区長戸町2丁 目16- 3 TEL( 052) 842- 2288

広 島 営 業 所 733広島市西区観音本町2丁 目10- 25  TEL( 082) 295- 0331

TEL( 0762) 91- 8881
TEL(   06) 793- 0331

TEL( o878) 35- 3723
TEL(  092) 541- 0211

A‐ 5347S‐ H」‐③1995◎ i com i nc. ● ウービスについてのお問い合わせは各営業所サービス係苑にお願いします。


